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中

前

正

志

柴

田

清

子

　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
吉
澤
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
』（Y

K
911.232/K

）
は
、
江
戸
前
期
頃
写
の
袋
綴
一
冊
（「
寛

永
以
前　

始
め
？
」
と
鉛
筆
書
き
し
た
紙
片
挿
入
）。
料
紙
は
楮
紙
。
縦
二
七
・
八
×
横
二
二
・
三
㎝
の
渋
引
表
紙
の
左
上
に
、「
相
伝
秘
要
密

勘
抄　

離
別
到
恋
四
」（
打
付
書
）。
前
遊
紙
一
丁
、
後
遊
紙
二
丁
（
う
ち
一
丁
は
後
表
紙
見
返
し
紙
の
剥
が
れ
た
も
の
）
で
、
前
後
表
紙
と

そ
れ
ら
前
後
遊
紙
以
外
、
全
四
十
八
丁
。
毎
半
丁
に
八
～
十
一
行
。
墨
付
第
一
丁
表
の
右
上
端
に
蔵
書
印
「
日
野
庫
」（
陽
刻
朱
長
方
印
、

縦
五
・
八
×
横
一
・
九
㎝
）
が
存
す
る
。
そ
し
て
、
同
じ
墨
付
第
一
丁
表
の
冒
頭
に
、
右
上
の
一
部
に
は
右
蔵
書
印
が
上
か
ら
重
ね
て
捺
さ
れ

て
い
る
が
、「
古
今
和
謌
集
巻
第
八　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／
離
別
哥
」
と
あ
り
、
以
下
、
各
巻
冒
頭
に
同
様
の
形
で
、

　
　

古
今
和
謌
集
巻
第
九　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／
羇
旅
哥　
　
　
　
　
（
5
オ　

5
～
6
行
目
）

　
　

古
今
和
謌
集
巻
第
十　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／
物
の
名
哥　
　
　
　
（
13
ウ　

4
～
5
行
目
）

　
　

古
今
和
謌
集
巻
第
十
一　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／
恋
哥
一　
　
　
　
（
17
ウ　

7
～
8
行
目
）

　
　

古
今
和
歌
集
巻
第
十
二　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／
恋
哥
二　
　
　
　
（
32
ウ　

5
～
6
行
目
）

　
　

古
今
和
歌
集
巻
第
十
三　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／
恋
哥
三　
　
　
　
（
36
ウ　

6
～
7
行
目
）

京
都
女
子
大
学
図
書
館
吉
澤
文
庫
所
蔵
『
相
伝
秘
要
蜜
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抄
』
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古
今
和
謌
集
巻
第
十
四　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／
恋
哥
四　
　
　
　
（
43
オ　

1
～
2
行
目
）

と
見
え
る
。
先
引
外
題
箇
所
に
も
「
離
別
到
恋
四
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
巻
八
離
別
か
ら
巻
十
四
恋
四
ま
で
の
み
の
零
本
で
あ
る
。
本
来
は

数
冊
か
ら
成
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
全
歌
注
で
は
な
く
、
施
注
対
象
の
古
今
集
歌
を
、
基
本
的
に
は
一
つ
書
き
の
形
で
全
部
ま
た
は
一
部

掲
げ
た
う
え
で
、
注
釈
本
文
を
掲
載
す
る
。
中
に
三
箇
所
、「
当
道
の
説
に
は
…
…
」（
16
ウ
～
17
オ
）「
当
家
ニ

は
…
…
」（
34
オ
）「
当
流
に

は
…
…
」（
47
ウ
）
と
い
う
記
事
を
含
む
。
奥
書
類
は
見
え
な
い
。
な
お
、
先
引
外
題
が
「
相
伝
秘
要
密〇

勘
抄
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
右

に
列
挙
し
た
と
こ
ろ
は
い
ず
れ
も
「
相
伝
秘
要
蜜〇

勘
抄
」
と
す
る
の
で
、
本
伝
本
の
書
名
と
し
て
は
、
後
者
の
方
を
と
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

　

本
書
『
相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
』
を
最
初
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
片
桐
洋
一
氏
「『
京
都
女
子
大
学
本
相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
』
と
『
東
山
御
文
庫

本
古
今
集
聞
書
』
─
付
、『
中
院
本
古
今
序
抄
』
再
説
─
」（『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
五
、
赤
尾
照
文
堂
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
）
で

あ
る
。「
大
雑
把
に
言
え
ば
、『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』
に
類
す
る
注
釈
書
」
で
、「『
初
雁
文
庫
本
古
今
和
歌
集
注
』『
毘
沙
門
堂
本
古
今

集
注
』
と
同
趣
の
説
を
、
さ
ら
に
く
わ
し
く
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
精
神
を
こ
め
て
に
（
マ
マ
）述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
」

「『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』
の
類
と
同
趣
の
傾
向
を
持
ち
な
が
ら
も
、
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る
独
自
性
を

も
持
っ
て
い
る
」
な
ど
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
片
桐
論
考
の
直
後
の
青
木
賜
鶴
子
氏
・
生
澤
喜
美
恵
氏
・
鳥
井
千
佳
子
氏
「
古
今
和
歌
集

灌
頂
口
伝
（
下
）
─
解
題
・
本
文
・
注
釈
─
」（『
女
子
大
文
学
』
国
文
篇
37
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
）
は
、『
古
今
和
歌
集
灌
頂
口
伝
』
に

注
釈
を
施
す
な
か
で
、「
京
都
女
子
大
学
本
『
相
伝
秘
要
密
勘
抄
』
は
、『
毘
沙
門
堂
本
注
』
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
が
、『
清
和
天
皇
貞
観

十
八
年
に
御
出
家
あ
り
。
水
尾
に
籠
玉
て
お
こ
な
ひ
給
ひ
し
か
ば
、陽
成
位
に
付
て
代
を
納
メ
行
玉
フ
』
と
し
、『
船
に
の
れ
』
に
つ
い
て
『
其

御
代
に
成
り
て
つ
き
た
て
ま
つ
り
て
世
を
渡
れ
と
云
』
と
、
こ
れ
ら
（『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
等
…
…
引
用
者
注
）
と
同
様
の
説
を
あ

げ
な
が
ら
も
、
す
ぐ
後
で
は
本
書
と
共
通
の
『
日
も
暮
ぬ
と
云
は
、
清
和
の
か
く
れ
給
ふ
と
云
』
と
い
う
説
を
述
べ
て
い
る
。（
中
略
）
次

の
『
白
き
鳥
の
は
し
と
足
と
赤
き
』
に
つ
い
て
も
、『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
。（
中
略
）『
足
赤
し
』
を
『
紅
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梅
の
さ
し
ぬ
き
』
と
す
る
点
は
異
な
る
が
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
同
一
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
点
『
毘
沙
門
堂
本
注
』
は
、『
紅
精
ト
云

テ
赤
ハ
カ
マ
ヲ
メ
シ
タ
ル
ナ
リ
』
と
し
、
前
述
し
た
京
都
女
子
大
学
本
『
相
伝
秘
要
密
勘
抄
』
も
『
紅
精
の
御
袴
を
め
す
を
云
』
と
し
て
い

て
、
よ
り
近
い
」（
96
頁
）
と
、『
相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
』
の
第
十
丁
裏
お
よ
び
第
十
一
丁
表
の
本
文
（
片
桐
論
考
に
引
載
さ
れ
て
も
い
る
）
を

参
照
し
て
い
る
。
片
桐
論
考
以
後
に
同
書
本
文
を
参
照
し
た
論
考
と
し
て
、
最
も
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
斯
道
文
庫
書
誌
叢
刊
之

七
『
古
今
集
注
釈
書
伝
本
書
目
』（
勉
誠
出
版
、
平
成
十
九
年
二
月
）
が
、「
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
［
京
都
女
子
大
本
］」
と
し
て
本
書
を

著
録
す
る
と
と
も
に
、
続
い
て
「
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
［
京
都
女
子
大
本
］・
古
今
和
歌
灌
頂
巻
」
と
し
て
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
安
政
元

年
鷹
司
政
通
書
写
本
を
挙
げ
、「
京
都
女
子
大
学
蔵
『
古
今
和
謌
集
相
傳
秘
要
密
勘
抄
』（Y

K
911.232/K

、毘
沙
門
堂
古
今
集
注
）
に
同
じ
」

と
注
し
た
。
そ
し
て
最
近
に
は
、
舟
見
一
哉
氏
「『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
註
』
系
古
注
の
伝
本
整
理
」（
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
日
中
古
文

学
会
関
西
部
会
第
四
十
回
例
会
）
が
、「『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
註
』
と
同
種
と
さ
れ
る
注
釈
書
の
伝
本
を
整
理
し
、
毘
沙
門
堂
旧
蔵
本
（
現

在
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
を
再
定
位
す
る
」（『
中
古
文
学
会
関
西
部
会
会
報
』
14
、
平
成
二
十
八
年
三
月
）
な
か
で
、
本
書
に
つ
い
て

も
右
の
書
陵
部
蔵
鷹
司
本
な
ど
と
共
に
位
置
付
け
、
毘
沙
門
堂
旧
蔵
本
と
の
影
響
関
係
が
想
定
し
難
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
従
来
の
研
究
内
容
に
対
し
て
何
ら
か
の
新
た
な
知
見
を
加
え
る
こ
と
は
、
門
外
漢
の
稿
者
ら
の
よ
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
。
よ
っ
て
、
本
拙
稿
に
お
い
て
は
翻
刻
の
み
に
専
心
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
本
拙
稿
は
、
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
の
平
成
二
十
四
年
度
授
業
「
中
世
文
学
演
習
Ⅱ
Ａ
」
に
お
い
て
、
中
前
と

受
講
生
の
柴
田
が
『
相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
』
の
翻
刻
作
業
を
行
っ
た
の
に
基
づ
い
て
い
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
所

蔵
さ
れ
て
い
て
（
マ
イ
ク
ロ
請
求
記
号242

－64

－3

）
全
文
が
す
で
に
広
く
公
開
さ
れ
て
い
る
状
況
下
に
あ
っ
て
、
翻
刻
を
公
刊
す
る
意
味

が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
と
躊
躇
さ
れ
た
面
も
あ
る
が
、
授
業
で
の
作
業
の
一
つ
の
報
告
と
し
て
大
学
院
紀
要
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
し

た
次
第
で
あ
る
。
授
業
で
の
検
討
を
基
に
柴
田
が
翻
刻
本
文
の
礎
稿
を
作
成
し
て
中
前
と
協
議
点
検
、
前
文
は
中
前
が
執
筆
し
て
柴
田
が
確
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認
し
た
。
そ
の
他
、
種
々
協
議
し
て
成
稿
し
た
。
判
読
で
き
て
い
な
い
箇
所
以
外
に
も
誤
読
や
不
備
が
少
な
く
な
い
の
で
は
と
危
惧
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
後
日
の
補
訂
を
期
し
た
い
。
大
方
の
ご
批
正
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

【
凡
例
】

　

・
基
本
的
に
は
通
行
の
字
体
に
改
め
る
と
と
も
に
、
私
に
句
読
点
な
ど
を
施
し
た
。

　

・�

判
読
し
得
な
か
っ
た
箇
所
は
□
と
し
、
判
読
に
際
し
て
確
信
を
持
て
な
か
っ
た
文
字
に
つ
い
て
は
（
？
）
と
傍
記
し
た
。
ま
た
、
誤
写

等
の
疑
わ
れ
る
箇
所
に
は
（
マ
マ
）
と
傍
記
し
た
が
、
よ
り
具
体
的
な
注
記
を
（　

）
内
に
加
え
た
場
合
も
あ
る
。

　

・�

見
せ
消
ち
は
元
の
本
文
も
示
し
た
が
、
塗
抹
し
て
訂
正
し
て
あ
る
場
合
な
ど
は
、
そ
の
こ
と
を
特
に
断
わ
る
こ
と
な
く
訂
正
さ
れ
た
本

文
の
み
載
せ
た
。

　

・
随
所
に
見
え
る
「
朱
云
」「
朱
ニ

云
」「
朱
言
」（
片
桐
論
考
参
照
）
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

　

・�

掲
出
さ
れ
た
各
古
今
集
歌
あ
る
い
は
そ
の
一
部
の
上
方
に
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
基
づ
い
て
、
そ
の
歌
の
番
号
を
掲
げ
た
。
ま
た
、

歌
自
体
は
全
く
掲
出
さ
れ
な
い
が
、
同
歌
に
つ
い
て
の
記
事
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
記
事
の
上
方
に
括
弧
に
入
れ
て
歌
番
号
を
掲

げ
た
。

　

・�

掲
出
歌
に
関
す
る
記
事
が
、掲
出
箇
所
の
前
後
で
な
く
、そ
こ
か
ら
離
れ
た
位
置
に
存
す
る
場
合
、そ
の
記
事
の
冒
頭
に
歌
番
号
を
〈　

〉

に
入
れ
て
傍
記
し
た
。

　

・
半
丁
毎
の
末
尾
に　

」（
1
オ
）
な
ど
と
記
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
以
外
の
各
行
末
に
は
／
を
置
い
た
。

　

・�

見
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
一
つ
書
き
の
「
一
」
の
下
に
一
字
分
の
空
白
を
設
け
、
和
歌
を
掲
げ
る
こ
と
の
多
い
「
一
」
以
下
の
一
行
は

そ
の
ま
ま
一
行
と
し
て
、
次
行
以
下
の
記
事
は
「
一
」
か
ら
二
字
下
げ
た
形
で
追
込
み
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
載
せ
た
。
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古
今
和
謌
集
巻
第
八　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／

　
　
　
　
　

離
別
哥　

題
し
ら
す　

在
原
行
平
朝
臣
哥
也
。
／

365　

一　

立
わ
か
れ
い
な
は
の
山
の
嶺
に
お
ふ
る
松
と
し
き
か
は
い
ま
か
へ
り
こ
む
／

　
　
　
　
　

ゆ
き
ひ
ら
因
幡
守
に
て
下
と
て
、
我
か
妻
室
の
許
へ
送
る
也
。
／
長
谷
雄
中
納
言
か
む
す
め
、
四
条
后
の
腹
也
。
／

366　

一　

す
か
る
鳴
秋
の
萩
原
朝
た
ち
て
旅
行
人
を
い
つ
と
か
ま
た
む
／

　
　
　
　
　

し
（
マ
マ
）か

る
は
、
し
か
の
事
也一
。
春
三

さ
れ
は
す
か
る
鳴
野
の
哥
は
、
蜂
ト
云
也
。
／

二
家
持
か
む
す
め
の
哥
也
。
朱
云
、
す
か
る
は
鹿
の
異
名
也
。　
　
　
　
　
　
　

367　

一　

か
き
り
な
くキ

雲
井
の
よ
そ
に
わ
か
る
と
も
人
を
心
に
を
く
ら
さ
ん
や
は
」（
1
オ
）

368　
　
　
　

小
野
の
ち
ふ
る
と
は
小
野
の
好
古
か
子
、小
野
篁
と
云
者
の
孫
也
。／
た
ら
ち
ね
は
母
也
。た
ら
ち
ね
の
親
の
ま
も
り
と
あ
ひ
そ
ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
は
か
り
は
せ
き
な
と
ゝ
め
そ　

た
ち
わ
か
れ
な
は
恋
し
か
る
へ
し
。

／

370　

一　

か
へ
る
山
有
と
は
き
け
と
は
る
か
す
み
ニ

／

　
　
　
　
　

此
哥
は
、
藤
原
の
宗
行
か
哥
也
。
業
平
と
あ
る
本
も
あ
る
へ
し
。
／

371　

一　

お
し
む
か
ら
恋
し
き
物
を
白
雲
の
た
ち
な
ん
後
は
な
に
心
ち
せ
ん
／

　
　
　
　
　

�

人
の
駄
の
は
な
む
け
に
と
云
は
、
藤
原
の
敏
行
か
ゑ
ち
せ
ん
へ
／
く
た
り
け
る
時
、
紀
貫
之
か
よ
み
た
り
し
也
。
貫
之
か
伯
母

聟
也
。
／

373　

一　

�

お
も
へ
と
も
身
を
し
わ
け
ね
は
哥
は
、
伊
香
胡
のか
哥

あ
つ
ゆ
き
は
忠
／

　
　
　
　
　

仁
公
の
随
身
也
。
の
ち
に
は
哥
に
依
て
宇
多
院
ニ

つ
か
ふ
ま
つ
る
也
。」（
1
ウ
）

375　

一　

か
ら
衣
立
日
は
き
か
し
朝
露
の
を
き
て
し
行
は
け
ぬ
へ
き
物
ヲ

／

　
　
　
　
　

中
務
卿
常
好
の
親
王
御
む
す
め
哥
也
。
あ
る
人
つ
か
さ
給
ふ
と
云
は
、
／
枇
杷
の
左
大
臣
仲
平
の
御
事
な
り
と
云
也
。
／

376　

一　

あ
さ
な
け
に
見
へ
き
君
と
し
た
の
ま
ね
は
お
も
ひ
た
ち
ぬ
る
草
枕
也
／

ち
ふ
る
か
う
た
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�

紀
の
む
ね
さ
た
は
、
貫
之
か
舎
弟
也
。
人
の
家
と
云
は
、
貫
之
か
遠
江
／
に
す
み
し
時
に
つ
く
り
た
る
家
な
り
。
え
そ
し
ら
ぬ

よ
し
心
み
に
（
マ
マ
）／

と
よ
め
る
也
。
女
は
、
貫
之
か
娘
也
、
助
内
侍
也
。
姪
に
忍
通
し
也
。
／

377　

一　

え
そ
し
ら
ぬ
い
ま
心
見
よ
い
の
ち
あ
ら
は
我
心
（
マ
マ
）わ

す
る
ゝ
人
や
と
は
ぬ
と
」（
2
オ
）

381　

一　

別
て
ふ
こ
と
は
色
に
も
あ
ら
な
く
に
心
に
し
み
て
わ
ひ
し
か
る
ら
む
／

　
　
　
　
　

�

人
を
わ
か
れ
け
る
と
は
、
平
の
蘆（
？
）名

か
む
す
め
ニ

忍
て
か
よ
ひ
け
る
か
、
／
此
女
お
ほ
え
の
み
つ
よ
し
か
妻
に
成
り
、
遠
江
へ

下
り
け
る
ニ

つ
か
は
す
。
／

379　

一　

し
ら
雲
の
こ
な
た
か
な
た
に
立
わ
か
れ
心
を
ぬ
さ
と
く
た
く
旅
哉
／

（380）
　
　
　

�

良
嶺
の
ひ
て
お
る
（
マ
マ
）哥
也
。
み
ち
の
く
へ
ま
か
り
け
る
人
に
よ
み
て
／
つ
か
は
す
（「
し
け
る
」の
誤
か
）

そ
の
は
、
寛
平
三
年
七
月
廿
日
ニ

紀
有
実
か
下

る
也
。
／

382　

一　

か
へ
る
山
な
に
そ
は
あ
り
て
あ
る
か
ひ
は
き
て
も
と
ま
ら
ぬ
名
ニ

こ
そ
有
け
れ
／

　
　
　
　
　

�

藤
原
の
宗
行
か
哥
也
。
平
兼
輔
と
な
る
も
あ
り
。
み
つ
ね
と
」（
2
ウ
）
あ
る
も
あ
り
。
業
平
と
あ
る
も
あ
り
。
と
に
か
く
に

宗
行
か
哥
也
。
／

385　

一　

も
ろ
と
も
に
鳴
て
と
ゝ
め
よ
蛬
秋
の
わ
か
れ
は
お
し
く
や
は
あ
ら
ぬ
／

　
　
　
　
　

藤
原
の
兼
輔茂

か
哥
。
于
時
従
五
位
右
衛
門
佐
之
後
参
議
た
り
／
延
喜
十
七
年
四
位
成
。
利
基
か
三
男
。
六
十
二
首
入
る
也
。
／

386　

一　

秋
き
り
の
友
に
立
出
て
別
れ
な
は
は
れ
ぬ
思
ひ
に
恋
や
わ
た
ら
ん
／

　
　
　
　
　

平
の
も
と
の
り
か
哥
也
。
三
河
守
中
興
か
一
男
也
。
／

388　

一　

人
や
り
の
み
ち
な
ら
な
く
に
お
ほ
か
た
は
い
き
こ
（
マ
マ
）し
と
い
ひ
て
い
さ
か
ゑ
り
な
ん
／

　
　
　
　
　

此
哥
源
の
さ
ね
か
哥
也
。
于
時
右
近
衛
少
将
従
五
位
上
」（
3
オ
）
信
の
守
。
参
儀
（
マ
マ
）左
衛
門
督
舒
二
男
。
昌
泰
三
年
ニ

薨
ス
。
／
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387　

一　

い
の
ち
た
に
心
に
か
な
ふ
物
な
ら
は
な
に
か
わ
か
れ
の
か
な
し
か
ら
ま
し
／

　
　
　
　
　

し
ろ
め
か
哥
。
此
人
は
江
口
の
女
也
。
な
ら
ひ
な
き
美
女
也
。
さ
か
の
御
思
人
也
。
／

391　

一　

君
か
行
こ
し
の
白
山
し
ら
ね
と
も
雪
の
ま
に
〳
〵
あ
と
は
た
つ
ね
ん
／

　
　
　
　
　

�
作
者
藤
原
の
か
ね
す
け
。
雪
の
ま
に
〳
〵
は
す（
マ
マ
）む

也
。
儒
（「
任
」の
誤
か
）

也
。
万
云
、
／
み
よ
し
の
ゝ
花
の
ま
に
〳
〵
尋
ぬ
れ
は
思
か
け
さ
る

嶺
の
し
ら
雲
／
上
中
下
の
故
ニ

三
吉
野
と
云
也
。
／

393　

一　

わ
か
れ
せ
（
マ
マ
）は

山
の
桜
に
ま
か
せ
て
む
と
め
ん
と
め
し
は
花
の
ま
に
〳
〵
」（
3
ウ
）

　
　
　
　
　

幽
仙
法
し
か
哥
也
。
此
人
は
天
台
の
座
主
也
。
慈
覚
ノ

御
弟
子
也
。
／
右
近
将
監
宗
道
か
一
男
也
。
贈
太
政
大
臣
継
陰
の
孫
也
。
／

394　

一　

山
風
に
桜
ふ
き
ま
き
み
た
れ
な
む
花
の
ま
き
れ
に
立
と
ま
る
へ
く
／

　
　
　
　
　

遍
昭
か
哥
。
大
原
の
花
の
許
に
て
よ
め
る
哥
也
。
／

396　

一　

あ
か
す
し
て
わ
か
る
ゝ
涙
た
き
に
そ
ふ
水
ま
さ
る
と
や
し
も
は
見
る
ら
む
／

　
　
　
　
　

兼
芸
は
幽
仙
の
弟
子
也
。
伊
勢
守
藤
原
古
キ

か
子
也
。
哥
四
首
入
ル

。
／

400　

一　

あ
か
す
し
て
わ
か
る
ゝ
袖
の
白
玉
を
君
か
形
見
と
褁
て
そ
ゆ
く
／

401　

一　

か
き
り
な
く
思
ふ
涙
に
そ
ほ
ち
ぬ
る
袖
は
か
わ
か
し
あ
わ
ん
日
ま
て
に
」（
4
オ
）

402　
　
　
　

�

あ
か
す
し
て
の
哥
は
、
業
平
宇
佐
の
勅
使
ニ

く
た
り
し
時
、
二
条
／
后
に
み
て
給
る
哥
也
。
か
き
く
ら
し
の
哥
は
、
菅
原
の
淳

茂
／
よ
み
て
、
助
内
侍
に
つ
か
は
す
か
へ
し
。
男
な
る
故
ニ

よ
り
て
也
。
又
、
／
ぬ
れ
衣
の
事
は
、
か
き
く
ら
し
こ
と
は
ふ
ら

な
む
春
雨
ニ

ぬ
れ
／
き
ぬ
き
せ
て
君
を
と
ゝ
め
ん　

是
は
松
浦
上
人
の
御
時
よ
り
お
こ
る
事
也
。
／
娘
か
う
た
な
り
。
万
云
、

ぬ
き
き
す
る
そ
の
名
は
か
り
の
ぬ
れ
衣
は

な
か
き
わ
か
れ
の
な
み
た
な
り
け
り　

／

403　

一　

し
ゐ
て
行
人
を
と
ゝ
め
ん
桜
花
い
つ
れ
を
道
と
ま
と
ふ
ま
て
な
（
マ
マ
）れ
／
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伊
勢
か
む
す
め
、
中
務
か
歌
也
。
父
は
あ
つ
よ
し
の
親
王
な
り
。」（
4
ウ
）

404　

一　

む
す
ふ
手
の
し
つ
く
に
濁
る
山
の
井
の
あ
か
て
も
人
に
わ
か
れ
ぬ
る
哉
／

　
　
　
　
　

し
か
の
山
こ
え
の
石
井
を
む
す
ふ
と
て
よ
む
。
つ
ら
ゆ
き
／

405　

一　

下
の
お
ひ
の
み
ち
は
か
た
〳
〵
わ
か
る
と
も
行
め
く
り
て
も
あ
は
ぬ
（
マ
マ
）と

そ
お
も
ふ
／

　
　
　
　
　

み
ち
に
あ
へ
る
車
に
物
を
い
ひ
次
て
、
文
を
ま
い
ら
せ
た
る
時
、
と
も
の
り
。
／

　
　
　
　

古
今
和
謌
集
巻
第
九　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／

　
　
　
　
　

羇
旅
哥　

も
ろ
こ
し
に
て
月
を
見
て
よ
み
け
る
／

406　

一　

天
の
原
ふ
り
さ
け
み
れ
は
か
す
か
な
る
み
か
さ
の
山
に
出
し
月
か
も
／

　
　
　
　
　

�

ふ
り
さ
け
は
、
ふ
り
あ
を
い
て
み
る
心
也
。
此
哥
は
、
む
か
し
仲
丸
」（
5
オ
）
も
ろ
こ
し
に
物
な
ら
わ
し
に
つ
か
は
さ
れ
た

る
時
に
、
あ
ま
た
／
年
を
へ
て
、
え
か
ゑ
り
ま
う
て
こ
さ
り
け
る
を
、
こ
の
国
よ
り
／
又
、
つ
か
ひ
ま
か
り
い
た
り
け
る
に
、

た
く
ひ
て
ま
う
て
き
な
ん
／
と
て
い
て
た
り
け
る
に
、
公
（
マ
マ
）い
し
う
と
い
ふ
所
の
う
み
へ
に
て
、
／
か
の
国
の
人
、
む
ま
の
は
な

む
け
し
け
る
。
夜
に
成
り
て
、
月
の
／
い
と
お
も
し
ろ
く
さ
し
出
て
た
り
け
る
を
見
て
よ
め
る
と
な
ん
／
か
た
り
つ
た
ふ
る
也
。

か
の
仲
丸
は
、
光
仁
天
皇
の
御
時
、
学
文
也
。
／

407　

一　

わ
た
の
原
や
そ
し
ま
か
け
て
漕
出
ぬ
と
人
に
は
つ
け
よ
海
人
の
釣
舩
」（
5
ウ
）

　
　
　
　
　

�

お
き
の
国
に
な
か
さ
れ
け
る
時
に
、
舟
に
の
り
て
い
て
た
る
と
て
、
／
京
な
る
人
の
も
と
に
つ
か
わ
し
け
る
。
此
哥
、
小
野
篁

か
哥
也
。
／
此
人
は
、
嵯
峨
天
皇
の
御
時
、
大
内
大
極
殿
ニ

無
悪
善
と
そ
／
書
た
り
け
る
落
書
よ
み
た
る
に
よ
り
て
、
無
題
（
マ
マ
）ニ
な

か
きサ

／
れ
し
也
。
文
選
云
、
仁
義
礼
智
信
の
五
常
は
世
人
の
行
所
也
。
／
非（
？
）之
悪
謂
へ
り
。
是
を
以
て
、
さ
か
な
く
て
い
（
マ
マ
）よ
し

と
よ
む
。
落
／
書
は
よ
む
所
科
あ
り
と
て
、
な
か
さ
れ
給
ふ
。
其
後
、
な
り
ひ
ら
か
／
奏
聞
ニ

依
て
、
め
し
か
へ
さ
れ
し
也
。
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或
義
に
は
、
姫
宮
を
お
か
し
た
る
」（
6
オ
）
科
に
な
か
さ
る
と
も
い
へ
り
。
七
月
は
か
り
也
。
／

408　

一　

都
い
て
ゝ
け
ふ
み
か
の
原
い
つ
み
川
か
わ
風
さ
む
み
衣
か
せ
や
ま
／

409　

一　

ほ
の
〳
〵
と
あ
か
し
の
浦
の
朝
き
り
に
嶋
か
く
れ
行
舟
お
し
そ
思
ふ
／

　
　
　
　
　

�
神
亀
二
年
九
月
十
日
ニ

伊
勢
大
神
宮
へ
御
幸
を
な
さ
る
ゝ
／
事
あ
り
し
に
、
聖
武
あ
そ
は
さ
れ
し
哥
也
。
ほ
の
〳
〵
の
哥
は
、

／
お
も
て
は
旅
の
哥
、
是
は
風
の
哥
也
。
天
武
天
皇
東
宮
ノ
／
太
子
高
市
王
子
十
九
才
に
て
卒
行
あ
り
き
也
。
ほ
の
〳
〵
と
い

ふ
ニ

／
四
の
義
あ
り
。
風
・
若
・
寿
・
明
、
天
地
、
此
四
の
義
は
、
今
の
哥
は
寿
ヲ

」（
6
ウ
）
ほ
の
〳
〵
と
い
へ
り
。
明
石
の

浦
は
、
娑
婆
の
あ
き
ら
か
な
る
を
云
也
。
／
朝
き
り
は
、
死
し
て
冥
途
ニ

途
タ
ビ
タ
ツ

を
云
也
。
嶋
か
く
れ
は
、
此
秋
津
し
／
ま
を
か
く

れ
て
行
を
云
。
又
、
魔
に
お
か
さ
れ
行
と
も
あ
る
へ
き
か
。
舩
／
は
国
王
也
。
太
公
望
の
主マ
ツ
リ

政コ
ト

を
賢
カ
シ
コ
ク

し
て
悉ク
直
、
恵
波
流ル
二

外カ
／
千
万
濤ニ
一︑
貴キ
賤
渡
レ
世ヲ
事
能ク
妙
也
、
故
号ス
二
舩
筏ト
一
誰
不
敬
。
／
貞
観
政
要
云
、
君
者
如シ
レ
舩
。
臣
者
如
レ
水
。
水
能
渡ス
レ
舩ヲ

還フ
／（
マ
マ
）舩
右
在テ
臣
舩
乗
舩
覆
同
水
の
徳
也
。
／

410　

一　

か
ら
衣
き
つ
ゝ
馴
に
し
妻
し
あ
れ
は
は
る
〳
〵
き
ぬ
る
旅タ
ビ

を
し
そ
思
ふ
」（
7
オ
）

　
　
　
　
　

�

あ
つ
ま
の
か
た
へ
、
友
と
す
る
人
ひ
と
り
ふ
た
り
い
さ
な
ひ
て
い
き
け
り
。
／
み
か
わ
の
国
や
つ
は
し
と
い
ふ
所
に
い
た
れ
り

け
る
に
、
そ
の
河
の
／
ほ
と
り
に
、
か
き
つ
は
た
い
と
お
も
し
ろ
く
さ
け
り
け
る
を
見
て
、
／
木
の
か
け
に
お
り
ゐ
て
、
か
き

つ
は
た
と
云
い
つ
も
し
を
句
の
／
か
し
ら
に
す
へ
て
、
旅
の
心
を
よ
む
也
。
在
原
業
平
朝
臣
の
／
哥
也
。
朱
云
、
あ
つ
ま
の
か

た
と
い
ふ
は
、
ま
こ
と
に
く
た
る
に
は
あ
ら
す
。
／
忠
仁
公
の
ひ
か
し
山
の
家
に
あ
つ
け
ら
る
ゝ
を
い
ふ
也
。
友
す
／
る
人
と

も
、
な
り
ひ
ら
の
子
な
り
。
友
た
り
し
は
、
有
常
・
定
文
、
」（
7
ウ
）
同
心
し
て
后
を
は
ぬ
す
み
た
り
と
て
、
お
な
し
く
あ

つ
け
ら
る
ゝ
也
。
／
三
河
と
云
也
、
実
に
わ
た
る
川
に
は
あ
ら
す
。
三
水
な
り
。
水
を
た
／
と
へ
て
為
レ
心
。
仏
法
に
は
、
真

如
の
法
水
と
云
也
。
非（
？
）伝
に
は
、
／
煩
悩
の
三
毒
と
云
。
水
は
、
器
ニ

随
ひ
か
な
ふ
物
な
り
。
さ
れ
は
、
／
形
を
あ
ら
は
す
也
。
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心
は
、
も
の
に
よ
り
て
変
す
る
故
ニ

た
と
へ
／
て
云
、
心
を
水
と
云
。
苦
也
。
三
心
の
苦
を
三
河
と
い
ふ
な
り
。
／
二
条
后
・

染
殿
后
・
四
条
后
、
此
三
人
に
別
る
ゝ
を
歎
く
心
を
云
也
。
／
八
橋
と
云
は
、
八
人
を
思
ひ
渡
る
を
云
也
。
其
し
な
い
か
ん
。

三
条
町
・
」（
8
オ
）
伊
勢
・
小
野
小
町
・
有
常
か
む
す
め
・
初
草
の
女
中
将
か
妹
・
／
定
文
む
す
め
・
染
殿
后
（
マ
マ
）内

侍
・
順
子

五
条
ノ
后
也
。
此
八
人
也
。
か
き
つ
／
は
た
は
、
人
の
形
見（
マ
マ
）よ

み
な
ら
は
せ
り
け
る
物
な
れ
は
也
。
そ
の
う
へ
前
／
栽
に
杜
若

の
あ
り
け
る
な
り
。
後
撰
集
い
ひ
そ
め
し
昔
の
宿
の
杜
若　

色
か
わ
る
こ
そ
か
た
み
成
け
れ

／
貞
助
か
哥
。
此
哥
の
心
は
、
む
か
し
、
天
武
天
皇
御
子
新
田
／
親
王
、
女
恋
て

あ
ひ
て
後
に
か
よ
ひ
給
わ
ぬ
心
な
り
し
に
、
女
／
う
ら
み
あ
ま
り
て
し
か
は
、
是
を
形
見
ニ

せ
よ
と
て
杜
若
を
／
や
り
け
れ
は
、

そ
れ
を
植
て
見
る
。
そ
れ
を
形
見
と
云
な
り
。
お
り
居
」（
8
ウ
）
て
と
は（
マ
マ
）云

、
業
平
雲
の
上
ニ

侍
し
か
、
忠
仁
公
の
許
ニ

あ
つ

け
ら
れ
し
／
か
は
、
か
く
云
也
。
此
句
、
お
り
の
本
也
。
／

411　

一　

名
に
し
お
は
ゝ
い
さ
こ
と
と
は
む
都
鳥
我
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と
／

　
　
　
　
　

�

む
さ
し
の
国
と
し
も
つ
ふ
さ
の
国
と
の
あ
わ
ゐ
に
あ
る
川
を
は
、
す
／
み
た
川
と
云
也
。
か
の
河
の
ほ
と
り
に
い
た
り
て
、
宮

こ
の
い
と
恋
／
し
う
お
ほ
え
け
れ
は
、
し
は
し
川
の
ほ
と
り
ニ

お
り
居
て
思
ひ
や
れ
は
、
／
か
き
り
な
く
と
を
く
も
来
し
（
マ
マ
）け
る

か
な
と
思
ひ
わ
ひ
て
詠
／
を
る
に
、
わ
た
し
も
り
、
は
や
舟
ニ

の
れ
日
も
暮
ぬ
と
い
ひ
」（
9
オ
）
け
れ
は
、
舟
に
の
り
て
わ
た

ら
ん
と
す
る
に
、
み
な
人
、
物
わ
／
ひ
し
く
て
、
京
に
お
も
ふ
人
な
く
し
も
あ
ら
す
。
さ
る
お
り
に
、
／
し
ろ
き
鳥
の
は
し
と

あ
し
と
あ
か
き
か
、
河
の
ほ
と
り
に
／
き
ゐ
て
あ
そ
ひ
け
り
。
京
に
は
み
え
ぬ
鳥
な
り
け
れ
は
、
／
み
な
人
み
し
ら
す
。
渡
し

守
に
、
是
は
何
鳥
そ
と
と
ひ
け
／
れ
は
、
こ
れ
な
む
都
鳥
と
い
ひ
け
る
を
き
ゝ
て
、
さ
て
も
／
都
鳥
と
は
と
て
、
此
哥
を
よ
む

也
。
朱
云
、
角
田
川
は
勿
論
、
む
／
さ
し
・
し
も
ふ
さ
の
国
の
中
を
な
か
る
ゝ
川
也
。
長
良
郷
（
マ
マ
）」（
9
ウ
）
于
時
武
蔵
守
、
国

経
卿
于
時
下
経
（
マ
マ
）守
也
。
津
国
吹
田
川
の
南
／
北
ニ

二
人
の
家
あ
り
。
武
蔵
・
下
総
と
云
也
。
す
ひ
田
川
を
す
み
／
田
川
と
云
。

い
と
み
と
の
五
音
の
ひ
ゝ
き
通
し
た
る
故
也
。
ほ
と
り
に
／
居
た
る
と
は
、
か
の
人
の
家
に
行
て
遊
ふ
を
云
也
。
か
き
り
な
く
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／
か
き
り
な
く
と
を
く
来
し
（
マ
マ
）け

れ
は
、
き
さ
き
た
ち
の
中
の
／
と
を
き
恋
路
を
云
也
。
渡
守
と
は
関
白
也
。
王
は
舟
に
た
と
へ

た
れ
は
、
／
関
白
を
渡
守
と
云
也
。
其
時
の
関
白
は
昭
宣
公
也
。
巨
（
マ
マ
）政

伝
云
、
／
三
公
之
侍
臣
は
護テ
二
君
位ヲ
一
不
レ
失
、
如
下
渡

守
倫
引
舩ヲ
不
レ
失
。」（
10
オ
）
清
和
天
皇
、
貞
観
十
八
年
ニ

御
出
家
あ
り
、
水
尾
に
籠
玉
て
／
お
こ
な
ひ
給
ひ
し
か
は
、
陽
成

位
ニ

付
て
代
を
納
メ

行
玉
フ

。
此
時
ニ

／
昭
宣
公
、
業
平
を
よ
ひ
て
、
清
和
こ
そ
勅
勘
あ
り
つ
れ
、
な
と
／
陽
成
は
い
か
ゝ
お
ほ
し

め
し
捨
給
は
ん
と
て
、
其
御
代
に
成
り
て
／
つ
き
た
て
ま
つ
り
て
世
を
渡
れ
と
云
。
渡
し
守
、
是
也
。
舟
と
云
／
へ
り
。
日
も

暮
ぬ
と
云
は
、
清
和
か
く
れ
給
ふ
と
云
。
み
な
人
物
さ
び
／
し
く
と
云
は
、
中
将
来
て
陽
成
ニ

む
か
ひ
た
て
ま
つ
り
て
か
／
し

こ
ま
る
事
、
わ
ひ
し
く
か
た
は
ら
い
た
き
を
云
也
。
京
ニ

お
も
ふ
人
」（
10
ウ
）
な
き
に
し
も
あ
ら
す
と
は
、
二
条
の
后
、
下
男

に
て
な
か
さ
れ
た
り
し
か
、
／
御
子
陽
成
御
門
を
云
也
。
鳥
と
は
王
を
云
。
王
は
、
政
一
天
に
か
け
り
て
／
万
人
を
め
く
む
故

に
、
鳥
と
云
。
文
集
ニ

云
、
鳥
君
ノ
政
ハ

翼
翔カ
ケ
リ

二
四
／
海ニ
一
云
。
し
ろ
き
と
云
は
、
王
ハ

銀
盧
ノ

な
を
し
を
め
す
故
也
。
觜
／
あ
か

し
と
は
、
御
脣
の
あ
か
き
を
云
也
。
紅
精
の
御
袴
を
め
す
を
／
あ
し
の
赤
と
云
也
。
伊
勢
物
語
に
は
し
き
の
大
な
る
鳥
と
謂
へ

り
。
／
漢
高
祖
司
宜キ

公
ト
云
、
か
ほ
八
寸
あ
り
し
如
か
。
陽
成
天
／
皇
も
面
の
八
寸
ま
し
ま
すヒ し

し
か
は
、
司
宜
の
大
き
さ
と
云

也
。」（
11
オ
）
司
宜
公
と
云
は
、
軍
ニ

か
ち
て
百
官
の
つ
か
さ
を
よ
ろ
し
く
す
（
マ
マ
）故
か
。
／
司
宜
公
と
書
て
、
つ
か
さ
よ
ろ
し
と

よ
む
也
。
京
に
は
み
え
ぬ
鳥
と
／
云
也
、
業
平
の
京
に
あ
り
し
に
は
、
王
土
に
は
み
え
す
と
云
へ
り
。
み
な
／
人
々
の
見
し
ら

す
と
は
、
定
文
、
有
常
等
も
始
て
み
た
て
／
ま
つ
る
な
る
へ
し
。
わ
た
し
守
に
問
ふ
と
は
、
今
位
に
着
給
ふ
か
と
／
い
ふ
也
。

委
敷
は
物
語
に
注
す
る
の
み
。
／

412　

一　

き
た
へ
行
雁
そ
鳴
な
る
つ
れ
て
こ
し
数
は
た
ら
て
そ
か
へ
る
へ
ら
な
る
／

　
　
　
　
　

�

此
哥
は
、
あ
る
人
、
お
と
こ
女
も
ろ
と
も
ニ

人
の
く
に
へ
ま
か
り
け
る
、」（
11
ウ
）
お
と
こ
ま
か
り
い
た
り
て
、
す
な
は
ち
身

ま
か
り
に
け
れ
は
、
女
ひ
と
り
／
京
へ
か
へ
り
け
る
み
ち
に
、
帰
る
か
り
の
鳴
け
る
を
き
ゝ
て
よ
め
る
。
／
朱
云
、
伊
（
マ
マ
）春
の
甲
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斐
守
に
て
く
た
る
時
、
清
原
房
則
か
む
す
め
を
／
具
し
て
行
た
り
し
か
は
、
兹
春
国
に
て
死
し
て
ん
け
り
。
妻
ひ
／
と
り
か
京

へ
す
こ
〳
〵
と
の
ほ
る
と
て
よ
む
也
。
兹
春
か
ま
ゝ
舅
ノ

／
有
常
か
代
官
に
く
た
り
け
る
也
。
房（
マ
マ
）は

大
伴
の
良
房
か
子
也
。
／

413　

一　

山
か
く
す
春
の
霞
そ
う
ら
め
し
き
い
つ
れ
都
の
さ
か
ひ
成
ら
ん
／

　
　
　
　
　

�
此
哥
は
、
紀
よ
し
も
ち
あ
つ
ま
へ
く
た
る
。
仲
文
か
む
す
め
を
つ
れ
て
」（
12
オ
）
く
た
り
て
の
ほ
る
と
て
、
三
河
国
に
て
し

は
し
逗
留
す
る
な
り
。
／
そ
の
時
、
京
へ
ま
う
て
く
る
と
て
、
関
山
の
わ
た
り
に
て
よ
め
り
。
／
ま
こ
と
に
は
、
壬
生
よ
し
な

り
か
女
也
。
／

414　

一　

き
え
は
つ
る
時
し
な
け
れ
は
越
路
な
る
白
山
の
な
は
雪
に
そ
有
け
る
／

　
　
　
　
　

み
つ
ね
か
ゑ
ち
せ
ん
へ
国
の
つ
か
さ
給
り
て
ま
か
り
け
る
時
よ
む
。
／

417　

一　

ゆ
ふ
つ
く
よ
お
ほ
つ
か
な
き
を
玉
匣
ふ
た
み
の
う
ら
は
あ
け
て
こ
そ
み
め
／

　
　
　
　
　

�

か
ね
す
け
、
但
馬
の
く
に
の
湯
へ
ま
か
り
け
る
時
ニ

ふ
た
み
の
／
う
ら
と
云
所
に
と
ま
り
て
、
ゆ
ふ
さ
り
の
か
れ
い
ひ
た
う
へ

け
る
に
、」（
12
ウ
）
友
に
有
け
る
人
々
の
哥
よ
み
け
る
時
よ
む
也
。
／

418　

一　

か
り
暮
し
た
な
は
た
つ
め
に
や
と
か
ら
ん
あ
ま
の
河
原
に
我
は
き
に
け
り
／

　
　
　
　
　

�

こ
れ
た
か
の
み
こ
の
と
も
に
か
り
に
ま
か
り
け
る
時
に
、
あ
ま
の
川
と
／
云
所
に
河
の
ほ
と
り
に
ゐ
て
、
酒
な
と
の
み
け
る
つ

ゐ
て
に
、
／
在
原
な
り
ひ
ら
川
原
に
か
り
し
た
る
心
を
よ
む
。
／

419　

一　

ひ
と
と
せ
に
ひ
と
た
ひ
き
ま
す
君
ま
て
は
宿
か
す
人
も
あ
ら
し
と
そ
思
ふ
／

　
　
　
　
　

�

み
こ
は
、
此
哥
を
返
し
よ
み
つ
、
か
へ
し
え
せ
す
な
り
に
け
れ
は
、
／
と
も
に
侍
り
て
紀
あ
り
つ
ね
か
つ
か
ま
つ
る
な
り
。
此

人
は
、
紀
の
」（
13
オ
）
名
虎
か
一
男
。
承
和
元
年
恭（
？
）す
。
／

421　

一　

た
む
け
に
は
つ
ゝ
り
の
袖
も
き
る
へ
き
に
も
み
ち
に
あ
け
る
神
や
か
へ
ら
（
マ
マ
）ん
／
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た
む
け
と
云
は
、
法
し
の
け
さ
な
り
。
是
は
助
内
侍
か
哥
也
。
／

　
　
　
　

古
今
和
謌
集
巻
第
十　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／

　
　
　
　
　

物
の
名
哥　

ふ
ち
は
ら
の
と
し
ゆ
き
の
朝
臣
／

422　

一　

心
か
ら
花
の
し
つ
く
に
そ
ほ
ち
つ
ゝ
う
く
ひ
す
と
の
み
鳥
の
鳴
ら
む
／

423　

一　

く
へ
き
ほ
と
と
き
す
き
ぬ
れ
や
待
わ
ひ
て
哥
、
助
内
侍
也
。
／

424　

一　

浪
の
う
つ
せ
み
れ
は
玉
そ
み
た
れ
け
る
ひ
ろ
は
ゝ
袖
に
は
か
な
か
ら
む
や
」（
13
ウ
）

　
　
　
　
　

あ
り
原
の
重
春
か
哥
也
。
壬
生
忠
峯
、
返
し
せ
し
也
。
／

425　
（
マ
マ
）
　

た
も
と
よ
り
は
な
れ
て
玉
そ
（
マ
マ
）つ
ゝ
ま
め
や
是
な
ん
そ
れ
と
う
つ
せ
み
ん
か
し
／

426　

一　

あ
な
う
め
に
つ
ね
な
る
へ
く
も
み
え
ぬ
哉
恋
し
か
る
へ
き
か
は
に
ほ
ひ
つ
ゝ
／

　
　
　
　
　

此
哥
は
、
ゑ
ん
き
の
御
む
す
め
深
子
の
親
王
御
哥
也
。
う
め（
？
）。
／

427　

一　

か
つ
け
と
も
浪
の
な
か
に（
マ
マ
）さ
く
ら
れ
て
風
吹
こ
と
に
う
き
し
つ
む
玉
／

　
　
　
　
　

つ
ら
ゆ
き
、
仙
洞
へ
ま
い
り
て
、
か
は
さ
く
ら
を
つ
か
ま
つ
れ
と
て
。
／

431　

一　

み
よ
し
野
ゝ
吉
野
の
瀧
に
う
か
ひ
出
る
あ
わ
を
か
た
ま
の
き
ゆ
る
／

　
　
　
　
　

と
み
つ
ら
ん　

在
原
是
と
し
の
朝
臣
よ
め
り
。
を
か
た
ま
の
木
。」（
14
オ
）

432　

一　

秋
は
き
ぬ
今
や
ま
か
き
の
き
り
〳
〵
す
夜
な
〳
〵
な
か
ん
風
の
さ
む
さ
に
／

　
　
　
　
　

や
ま
か
き
の
木
を
、
七
条
中
宮
御
哥
也
。
／

435　

一　

ち
り
ぬ
れ
は
の
ち
は
あ
く
た
に
な
る
花
を
思
ひ
し
ら
す
も
ま
と
ふ
て
ふ
哉
／

　
　
　
　
　

�

く
た
に
を
へ
ん
せ
う
よ
む
。
く
た
に
、
葉
の
ま
ろ
〳
〵
と
し
て
ち
い
さ
く
／
て
、
深
山
な
と
に
苔
の
う
へ
な
と
に
は
へ
る
草
也
。
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世
に
は
流
布
／
せ
す
、
た
え
苔
と
云
也
。
／

440　

一　

秋
ち
か
う
野
は
成
り
に
け
る
（
マ
マ
）白

露
の
を
け
る
草
葉
も
色
か
わ
り
つ（
マ
マ
）ゝ

／

　
　
　
　
　

き
ゝ
や
う
の
花
の
事
、
仙
洞
に
て
と
も
の
り
つ
か
ま
つ
る
哥
也
。」（
14
ウ
）

449　

一　

う
は
玉
の
夢
に
な
に
か
わ
な
く
さ
ま
ん
う
つ
ゝ
に
た
に
も
あ
か
ぬ
心
を
／

　
　
　
　
　

川
な
草
。
ふ
か
や
ふ
か
哥
也
。
雲
林
院
に
て
よ
む
也
。
／

450　

一　

花
の
色
は
た
ゝ
ひ
と
さ
か
り
こ
け
れ
と
も
か
へ
す
〳
〵
そ
露
は
染
け
る
／

　
　
　
　
　

�

さ
か
り
こ
け
。
た
か
む
こ
の
と
し
は
る
は
、
め
さ
れ
て
よ
ま
せ
た
る
。
／
あ
を
み
と
り
の
や
う
な
る
草
也
。
又
、
こ
け
の
類
也
。

大
嘗
会
に
／
い
る
物
な
り
。
セ
イ堛清殟
衣イ

と
云
て
、
ほ
や
と
よ
め
り
。
／

456　

一　

波
の
音
の
け
さ
か
ら
こ
と
に
き
こ
ゆ
る
は
春
の
し
ら
へ
や
あ
し
（
マ
マ
）た
ま
る
ら
ん
／

457　

一　

か
ち
に
あ
た
る
波
の
し
つ
く
を
春
な
れ
は
い
か
ゝ
さ
き
ち
る
花
と
見
さ
ら
ん
」（
15
オ
）

　
　
　
　
　

�

此
哥
と
も
は
、
安
倍
清
行
か
備
中
へ
く
た
り
て
の
ほ
る
と
て
、
備
前
／
の
牛
ま
と
と
云
濱
の
わ
た
り
に
、
か
ら
こ
と
の
は
ま
と

い
ふ
／
所
あ
り
。
よ
み
て
京
に
て
兼
覧
親
王
の
許
へ
ま
い
り
て
、
此
／
よ
し
申
て
け
れ
は
、
又
、
い
か
な
り
け
る
名
所
か
と
問

せ
給
へ
は
、
／
い
か
ゝ
さ
き
と
云
所
も
あ
り
し
と
申
せ
は
、
し
は
し
案
し
給
ひ
／
て
、
や
か
て
あ
そ
は
す
。
い
か
ゝ
さ
き
な
り
。
／

454　

一　

い
さ
ゝ
め
に
時
ま
つ
ま
に
そ
ひ
は
へ
ぬ
る
心
は
せ
を
は
人
に
み
え
つ
ゝ
／

　
　
　
　
　

さ
ゝ
、
ま
つ
、
ひ
は
、
は
せ
を
は
也
。
紀
め
の
と
よ
め
り
。
い
さ
ゝ
め
は
、
い
さ
ゝ
か
な
り
。」（
15
ウ
）

464　

一　

花
こ
と
に
あ
か
す
ち
ら
し
し
風
な
れ
は
い
く
そ
は
く
わ
る
（
マ
マ
）／

　
　
　
　
　

は
く
は
か
ら
（
マ
マ
）と
よ
め
り
。
し
け
あ
き
ら
の
親
王
の
御
哥
也
。
／

441　

一　

ふ
り
は
へ
て
い
さ
古
郷
の
花
み
ん
と
こ
し
を
に
ほ
ひ
そ
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
（
マ
マ
）／
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�

貫
之
か
家
人
、
笠
家
光
か
哥
也
。
追
て
申
す
な
り
。
／
い〈
４
５
４
〉

さ
ゝ
め
に
時
ま
つ
と
は
、
い
さ
ゝ
め
と
は
か
り
そ
め
な
る
を
云
。
又
、

い
さ
ゝ
／
み
と
も
云
也
。
朱
云
、
か〈
４
５
６
〉

ら
琴
と
云
所
は
伊
賀
国
に
も
あ
る
よ
し
／
申
侍
な
り
。
か
の
所
に
夜
こ
と
に
琴
を
人
の
引

け
ん
は
、
あ
や
し
み
／
て
み
る
ほ
と
に
、
う
つ
く
し
き
女
の
か
ら
琴
を
ひ
き
け
る
か
、
人
の
」（
16
オ
）
近
付
を
見
て
、
水
の

中
へ
入
て
う
せ
ぬ
。
水
神
也
。
琴
を
と
り
／
お
と
し
残
し
て
帰（「
帰
る
。奴
、」は「
帰
り
ぬ
。」か
）

る
。
奴
、
神
と
あ
か
め
琴
引
の
山
と
云
。
な
は
り
／
の
郡
に
あ

り
。
物〈
４
３
１
〉

の
名
に
、
を
か
た
ま
の
木
の
名
と
見
ゆ
。
さ
れ
／
と
も
〳
〵
近
代
に
人
し
ら
す
。
内
裏
に
も
ふ
か
き
秘
事
に
め
さ
る
ゝ

也
。
／
谷
ふ
か
み
た
つ
を
か
た
ま
の
木
吾
な
れ
は
思
ふ
心
の
朽
て
や
み
ぬ
る
／
も
し
是
は
い
ふ
か
し
く
（
マ
マ
）、

さ
衣
に
あ
り
。
口
伝
、

こ
れ
に
あ
り
。
／

（445）

一　

め
と
に
け
つ
り
て
花
さ
せ
り
け
る　

簪
（
マ
マ
）と
云
、
物
の
名
の
草
の
形
也
。
／

　
　
　
　
　

�

朱
云
、
め
と
に
お
ほ
く
の
義
あ
り
と
云
へ
り
け
れ
共
、
当
道
の
説
」（
16
ウ
）
に
は
、
め
ん
と
を
二
字
中
を
略
し
て
め
と
ゝ
云
也
。

其
め
ん
と
は
何
／
者
そ
。
不
審
。
口
伝
に
申
へ
し
。
百〈
４
６
４
〉
和
香
と
云
は
、
か
く
は
し
き
く
さ
／
の
花
に
て
あ
わ
せ
た
る
香
な
り
。

或
は
ゆ
り
な
り
。
又
は
た
き
物
也
。
／
川
名
草
、
池
な
と
に
青
緑
の
こ
と
く
に
あ
り
。
／

460　

一　

う
は
玉
の
わ
か
く
ろ
か
み
や
か
は
る
ら
ん
鏡
の
か
け
に
ふ
れ
る
白
雪
／

　
　
　
　
　

か
み
や
川
。
名
所
、
伊
勢
国
に
あ
り
。
貫
之
ま
い
り
て
よ
む
。
／

442　

一　

我
や
と
の
は
な
ふ
み
ち
ら
す
鳥
う
た
ん
野
は
な
け
れ
は
や
こ
ゝ
に
し
も
く
る
／

　
　
　
　
　

り
う
た
ん
の
花
を
中
納
言
朝
忠
よ
み
し
也
。
り
ん
た
う
也
。」（
17
オ
）

443　

一　

あ
り
と
見
て
頼
む
そ
か
た
き
う
つ
せ
み
の
世
を
は
な
し
と
や
思
ひ
な
し
て
ん
／

　
　
　
　
　

お
は
な
を
在
原
の
元
方
よ
め
り
。
／

1094　

一　

め
さ
し
ぬ
ら
す
な
と
云
は
、
め
さ
し
は
目
を
さ
し
き
り
て
と
る
わ
ら
は
／
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へ
を
め
さ
し
と
云
也
。
竹
河
の
哥
に
、
／

　
　

一　

た
け
か
は
の
橋
の
つ
め
な
る
や
は
な
そ
の
に
わ
れ
を
は
わ（
マ
マ
）

れ
く
／

　
　
　
　
　

め
さ
し
お（
マ
マ
）

ほ
く
て
ト
云
。
め
の
わ
ら
は
へ
ト
云
モ
有
ぬ
へ
し
。
／

　
　
　
　

古
今
和
謌
集
巻
第
十
一　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／

　
　
　
　
　

恋
哥
一　

題
し
ら
す　

よ
み
人
し
ら
す
」（
17
ウ
）

469　

一　

郭
公
鳴
や
さ
月
の
あ
や
め
草
あ
や
め
も
し
ら
す
（
マ
マ
）恋

も
す
る
哉
／

　
　
　
　
　

�

あ
や
め
も
し
ら
ぬ
は
、
恋
す
れ
は
こ
ゝ
ろ
ほ
れ
〳
〵
と
し
て
あ
や
の
／
め
も
し
ら
ぬ
也
。
又
、
き
ぬ
の
名
な
と
の
事
也
。
さ
れ

は
、
夕
暮
ニ

／
物
の
見
え
ぬ
を
は
あ
や
め
も
わ
か
ぬ
な
と
ふ
る
き
物
に
書
た
る
也
。
／
史
記
云
、
旅
宿
（
マ
マ
）は
み
ち
を
お
ほ
つ
か
な

く
行
と
云
へ
り
。
さ
れ
は
／
お
ほ
つ
か
な
き
也
。
し
や
う
ふ
を
あ
や
め
と
い
ふ
な
り
。
天
竺
の
詞
也
。
／
朱
云
、
心
に
似
る
へ

き
哥
よ
み
も
是
を
し
ら
ぬ
也
。
こ
と
に
〳
〵
／
な
ら
は
て
は
し
る
へ
か
ら
す
。
む
か
し
、
天
竺
に
女
あ
り
け
り
。
聖セ
イ

」（
18
オ
）

太タ
イ

王ト
申
す
人
あ
り
。
そ
の
人
の
思
人
あ
り
。
菖
蒲
冠
を
し
た
り
／
け
り
。
う
は
な
り
の
き
さ
き
を
ね
た
み
て
、
思
ひ
死
に
う
せ

た
り
け
る
。
／
く
ち
な
わ
と
な
れ
り
。
そ
の
く
ち
な
わ
、
あ
や
め
と
云
大
虵
に
な
る
。
／
し
か
れ
と
も
、
な
か
さ
三
尺
に
あ
ま

ら
す
。
毒
虵
に
て
ち
い
さ
け
れ
は
、
／
友
の
大
虵
や
ゝ
も
す
れ
は
の
み
て
腹
を
さ
し
ぬ
か
れ
て
破
り
／
出
れ
は
、
お
ほ
く
の
大

虵
こ
ろ
さ
れ
お
わ
ん
ぬ
。
そ
の
ゝ
ち
は
、
大
虵
と
も
／
心
を
あ
わ
せ
て
か
れ
に
食
を
あ
た
へ
さ
り
し
か
は
、
う
へ
て
ふ
し
／
ま

ろ
ひ
も
ひ
れ
ふ
し
か
な
し
む
。
そ
の
ゝ
ち
、
か
の
聖
太
王
に
付
て
」（
18
ウ
）
御
悩
を
な
す
。
は
か
せ
う
ら
な
ひ
出
し
て
、
さ

ら
は
食
を
得
さ
せ
よ
／
と
て
、
飯
を
海
へ
入
さ
せ
ら
る
れ
は
、
そ
れ
を
も
虵
と
も
と
り
く
ら
い
／
て
、
今
の
あ
や
め
虵
に
あ
た

へ
す
。
猶
き
さ
き
に
付
て
物
く
る
は
し
く
／
く
ち
は
し
り
給
へ
は
、
そ
の
時
飯
を
ち
ま
き
に
拵
て
海
へ
／
入
ら
れ
し
か
は
、
余

の
虵
は
く
た
ん
の
あ
や
め
か
と
お
も
ひ
、
ち
ま
き
／
を
く
ら
は
さ
れ
は
、
是
を
心
や
す
く
あ
や
め
は
食
す
る
也
。
そ
れ
／
よ
り



113 京都女子大学図書館吉澤文庫所蔵『相伝秘要蜜勘抄』翻刻

ち
ま
き
は
は
し
ま
り
た
り
。
わ
か
朝
の
菖
蒲
草
を
／
あ
や
め
と
云
事
は
、此
虵
を
表
し
た
る
也
。
此
虵
人
に
付
て
祟
る
」（
19
オ
）

を
、
霊
魂
の
ま
つ
る
こ
と
に
て
、
五
月
五
日
は
い
わ
ふ
な
り
。
し
か
れ
は
、
／
恋
す
る
も
の
は
み
な
虵
ほ
と
の
事
に
こ
そ
な
ら

す
と
も
、
終
に
／
は
く
ち
な
わ
に
成
る
也
。
郭
公
鳴
や
五
月
と
は
、
た
ゝ
五
月
と
い
は
ん
／
た
め
な
れ
は
、
郭
公
ニ

子
細
な
し
。

あ
や
め
も
し
ら
ぬ
と
い
は
ん
為
也
。
／
恋
す
る
人
、
を
の
れ
か
身
の
虵
に
な
る
事
を
も
い
は
す
、
た
ゝ
／
こ
ひ
を
す
る
か
な
と

云
心
也
。
あ
や
め
も
し
ら
す
と
は
、
か
ゝ
る
お
そ
／
ろ
し
き
毒
虵
に
さ
へ
成
る
人
も
あ
り
。
あ
ま
り
に
恋
を
せ
は
、
我
も
／
人

も
あ
や
め
程
の
虵
に
や
成
ら
ん
と
云
心
也
。
此
理
た
や
す
く
し
り
か
た
し
。」（
19
ウ
）
か
ゝ
る
ふ
か
き
心
、
哥
に
は
有
也
。
此

哥
は
、
橘
の
長
盛
か
む
す
め
ヲ
／
恋
て
、
延
喜
第
六
の
御
子
守
平
親
王
の
あ
そ
は
さ
れ
た
り
／
と
し
る
す
。
此
む
す
め
は
、
天

下
第
一
の
美
人
な
り
。
／
延
喜
の
お
も
ひ
人
也
。
わ
り
な
く
も
守
平
思
ひ
給
ふ
也
。
／

471　

一　

吉
野
川
い
は
浪
た
か
く
行
水
の
は
や
く
そ
人
を
思
ひ
そ
め
て
し
／

　
　
　
　
　

�

よ
し
野
川
は
こ
と
に
は
や
き
川
な
れ
は
、
は
や
き
事
を
よ
そ
へ
て
／
よ
む
な
り
。
心
は
、
貫
之
、
仙
洞
に
周
防
の
内
侍
と
て
美

人
有
、
／
御
所ヒ 書

所
給
り
、
は
し
め
洞
庭（
？
）ま
て
ま
い
る
に
御
盃
給
る
と
て
、」（
20
オ
）
此
女
を
い
た
さ
れ
た
り
。
や
か
て
続
て
送

る
。
吉
野
川
あ
な
か
ち
ニ

／
か
き
る
ま
し
き
な
り
。
よ
の
川
も
い
く
ら
も
は
や
き
川
は
あ
る
へ
し
。
／
し
か
れ
と
も
、
い
も
せ

山
の
中
を
な
か
る
ゝ
水
な
れ
やヒ は

、
は
や
く
も
落
／
あ
へ
か
し
と
、
い
も
せ
の
中
よ
り
な
か
る
れ
は
と
な
り
。
／

472　

一　

し
ら
波
の
跡
な
き
か
た
に
行
舟
も
風
そ
た
よ
り
の
し
る
へ
な
り
け
る
／

　
　
　
　
　

�

此
哥
は
、
山
階
の
右
大
将
藤
原
経
行
の
娘
を
恋
て
、
藤
原
／
の
勝
臣
か
つ
か
は
す
哥
也
。
返
し
あ
り
。
し
ら
波
の
あ
と
な
き
恋

と
／
聞
か
ら
に
見
ゆ
る
な
る
へ
き
か
た
は
ゆ
る
さ
し
」（
20
ウ
）

475　

一　

世
中
は
か
く
こ
そ
有
け
れ
吹
風
の
め
に
み
ぬ
人
も
恋
し
か
り
け
る
（
マ
マ
）／

　
　
　
　
　

此
哥
、
延
喜
第
七
宮
深
子
内
親
王
を
貫
之
う
け
給
り
及
て
／
恋
た
て
ま
つ
る
也
。
内
裏
に
七
条
の
宮
と
は
、
此
人
の
事
也
。
／
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474　

一　

立
か
へ
り
あ
わ
れ
と
そ
お
も
ふ
こ
（
マ
マ
）そ

に
て
も
人
に
心
を
お
き
つ
白
波
／

　
　
　
　
　

人
に
心
を
お
き
つ
し
ら
波
と
は
、
心
を
か
け
た
り
と
云
也
。
元
方
哥
。
／

476　

一　

見
す
も
あ
ら
す
見
も
せ
ぬ
人
の
恋
し
く
は
あ
や
な
く
け
ふ
や
詠
く
ら
さ
ん
／

　
　
　
　
　

�
右
近
の
む
ま
の
日
お
り
の
日
、
む
か
ひ
に
た
て
た（
マ
マ
）て

た
り
け
る
／
車
の
下
す
た
れ
よ
り
、
女
の
か
ほ
の
ほ
の
か
に
み
え
け
れ

は
、」（
21
オ
）
よ
む
て
つ
か
わ
し
け
る
。
な
り
ひ
ら
か
哥
也
。
／
朱
云
、
右
近
の
馬
場
の
ひ
お
り
の
日
と
云
は
、
北
野
の
祭
と

云
り
。
／
お
な
し
く
は
北
野
は
菅
承
（
マ
マ
）相

の
聖
廟
な
り
。
か
の
祭
と
云
、
／
不
審
也
。
承
（
マ
マ
）相

は
延
喜
の
時
の
人
也
。
業
平
は
清

和
の
時
の
人
そ
。
／
時
代
こ
と
〳
〵
く
相
違
し
て
、
つ
ふ
さ
な
ら
す
。
日
お
り
と
は
、
内
侍
所
／
の
祭
也
。
内
侍
所
は
日
神
也
。

此
祭
は
日
不
レ
定
。
此
御
神
を
右
近
の
／
陣
ニ

く
た
し
て
ま
つ
る
を
、
日
を
り
と
云
也
。
む
か
ひ
に
た
て
る
車
の
／
女
は
、
西

三
条
の
左
大
臣
良
相
の
卿
の
御
む
す
め
染
殿
の
」（
21
ウ
）
内
侍
、
是
な
り
。
後
ニ

業
平
か
妻
と
な
る
、
滋
春
か
母
な
る
。
あ
や

／
な
く
は
、
無
益
也
。
そ
の
ゝ
ち
事
は
て
ゝ
内
侍
方
よ
り
返
し
哥
、
／

477　

一　

し
る
し
ら
ぬ
な
に
か
あ
や
な
く
わ
き
て
い
は
む
思
ひ
の
み
こ
そ
し
る
へ
成
け
れ
／

478　

一　

か
す
か
野
の
雪
ま
を
わ
け
て
お
い
出
く
る
草
の
は
つ
か
に
み
え
し
君
か
わ
／

　
　
　
　
　

�

か
す
か
の
ま
つ
り
に
ま
か
れ
り
け
る
時
ニ

、
物
み
に
出
た
り
け
る
／
女
の
も
と
に
、
家
を
尋
て
つ
か
は
せ
り
け
る
、
忠
岑
哥
。

／
春
日
の
祭
と
は
、
二
月
の
初
午
の
日
也
。
勅
使
ニ

随
身
の
た
つ
／
ま
つ
り
な
り
。
女
は
、
貫
之
む
す
め
、
す
け
の
内
侍
か
事

な
り
。」（
22
オ
）

480　

一　

た
よ
り
に
も
あ
ら
ぬ
思
ひ
の
あ
や
し
き
は
心
を
人
に
つ
く
る
な
り
け
り
／

　
　
　
　
　

お
ほ
う
ち
の
御
哥
合
に
も
と
か
た
つ
か
ま
つ
る
也
。
／

483　

一　

片
糸
を
こ
な
た
か
な
た
に
捻ヨ
リ

か
け
て
あ
わ
す
は
何
を
玉
の
緒
に
せ
ん
／
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此
哥
、
染
殿
の
后
を
思
ひ
か
け
て
、
仁
和
第
六
王
子
／
よ
み
給
へ
る
哥
也
。
文
徳
天
王
の
御
舎
第
也
。
／

484　

一　

夕
暮
は
雲
の
は
た
て
に
物
そ
思
ふ
あ
ま
つ
空
な
る
人
を
こ
ふ
と
て
／

　
　
　
　
　

�
雲
の
は
た
て
と
は
、
二
儀
あ
り
。
ひ
と
つ
に
は
、
蜘
と
云
む
し
の
幡
／
の
や
う
に
い
と
を
す
か
く
を
云
也
。
今
の
哥
は
、
雲
の

み
た
れ
て
幡
」（
22
ウ
）
を
た
れ
た
る
や
う
な
り
。
物
を
を
る
は
た
も
の
に
は
あ
ら
す
。
仏
／
所
に
か
け
ら
れ
し
は
た
の
こ
と

く
雲
の
た
な
ひ
き
を
云
。
／
此
哥
は
、
四
条
の
后
を
恋
て
兹コ
レ

春
か
よ
め
り
。
后
は
行
平
の
／
娘
也
。
又
云
、
雲
の
は
た
て
に
と

は
、
雲
の
日
の
入
ぬ
る
山
に
ひ
か
／
り
て
す
ち
〳
〵
と
立
た
る
や
う
に
見
ゆ
る
、
雲
の
は
た
て
の
手
成
る
と
云
り
。
／

485　

一　

か
り
こ
も
の
哥
は
、
貞
元
親
王
の
あ
そ
は
さ
れ
た
る
也
／

486　

一　

つ
れ
も
な
き
人
を
や
ね
た
く
し
ら
露
の
お
く
と
は
な
け
き
ぬ
と
は
忍
は
ん
／

　
　
　
　
　

此
哥
、
七
条
の
宮
哥
也
。
仲
文
を
お
ほ
し
て
あ
そ
は
す
。」（
23
オ
）

487　

一　

ち
は
や
ふ
る
か
も
の
や
し
ろ
の
ゆ
ふ
た
す
き
ひ
と
日
も
君
を
か
け
ぬ
日
は
な
し
／

　
　
　
　
　

�

ゆ
ふ
た
す
き
と
云
は
、
し
て
つ
け
た
る
縄
な
り
。
か
け
て
と
云
枕
言
也
。
／
か
け
帯
の
こ
と
く
と
云
へ
り
。
春
か
の
神
主
の
歌
。

中
宮
太
夫
良
門
と
云
也
。
／

488　

一　

我
恋
は
む
な
し
き
空
に
み
ち
ぬ
ら
し
思
ひ
や
れ
と
も
行
か
た
も
な
し
／

　
　
　
　
　

三
条
右
大
臣
良
忠
の
む
す
め
を
恋
て
、
紀
友
則
か
子
助
則
か
哥
。
／

489　

一　

す
る
か
な
る
た
こ
の
浦
波
た
ゝ
ぬ
日
は
あ
れ
と
も
君
を
恋
ぬ
日
は
な
し
／

　
　
　
　
　

二
条
の
后
を
恋
て
、
御
兄
の
昭
宣
公
の
わ
り
な
く
よ
ま
れ
し
也
。
／

490　

一　

ゆ
ふ
つ
く
ひ
さ
す
や
お
か
へ
の
松
の
は
の
い
つ
と
も
わ
か
ぬ
恋
も
す
る
か
な
」（
23
ウ
）

　
　
　
　
　

暮
る
日
の
山
ニ

か
ゝ
る
や
か
ゝ
ら
さ
る
を
云
也
。
七
条
の
中
宮
の
御
哥
。
／
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491　

一　

足
引
の
山
下
水
の
木
隠
て
た
き
つ
心
を
せ
き
そ
か
ね
つ
る
／

　
　
　
　
　

染
殿
の
内
侍
を
恋
し
く
思
ひ
て
、
た
い
ら
の
定
文
か
哥
也
。
／

492　

一　

よ
し
野
川
い
は
き
り
と
を
く
（
マ
マ
）行

水
を
哥
は
、
定
文
か
妹
の
哥
。
／

493　

一　

瀧
津
瀬
の
な
か
に
も
よ
と
は
あ
り
て
ふ
の
哥
、
紀
貫
之
か
哥
也
。
／

494　

一　

山
た
か
み
下
行
水
の
哥
は
、
貞
隆
の
親
王
、
行
平
か
娘
を
恋
て
よ
み
給
ふ
。
／

495　

一　

お
も
ひ
出
る
と
き
は
の
山
の
い
は
つ
ゝ
し
い
は
ね
は
こ
そ
あ
れ
恋
し
き
物
を
／

　
　
　
　
　

二
条
の
后
さ
と
に
お
は
し
ま
す
時
、
清
和
に
み
て
た
て
ま
つ
る
里
と
は
、」（
24
オ
）
長
良
郷
（
マ
マ
）の

家
也
。
東
宮
の
女
御
時
也
。
／

498　

一　

わ
か
そ
の
ゝ
梅
の
は
つ
え
に
鶯
の
ね
に
な
き
ぬ
へ
き
恋
も
す
る
哉
／

　
　
　
　
　

�

う
め
の
つ
ほ
み
と
あ
る
も
あ
り
。
末ハ
ツ

枝ヱ
ハ

如
此
し
。
は
つ
え
同
事
也
。
／
つ
ほ
め
る
枝
を
も
い
へ
り
。
文
集
云
、
早
心
如
瀧
水
連ナ

リ

俵榎
代
争カ
／
得
二
万
世ヲ
一。
此
哥
、
三
条
の
中
宮
の
御
哥
也
。
／

496　

一　

人
し
れ
す
思
へ
は
く
る
し
紅
の
す
ゑ
摘
花
の
色
に
出
な
む
／

　
　
　
　
　

�

昭
宣
公
忠
平
の
御
歌
也
。
す
ゑ
つ
む
と
云
は
、
紅
の
す
ゑ
を
つ
む
也
。
／
朱
云
、
追
て
申
す
、
常〈
４
９
５
〉
盤
の
山
の
岩
槐
（
マ
マ
）は
、
或
本
ニ

云
、

高
光
の
」（
24
ウ
）
少
将
、
九
条
の
大
臣
師
輔
の
御
子
に
て
時
め
き
た
り
し
ニ

、
淳
和
／
の
御
子
ニ

惟
仁
親
王
ニ

つ
か
へ
て
有
し
か
、

御
子
ニ

道
連
て
世
を
遁
／
て
大
和
国
多
武
峯
ニ

有
時
ニ

、
七
ツ
に
成
り
給
娘
君
の
許
よ
り
恋
／
し
き
よ
し
語
り
つ
か
は
し
給
ふ
、

御
返
事
に
よ
め
り
。
此
哥
は
恋
の
／
部
に
は
い
か
ゝ
。
／

497　

一　

秋
の
野
の
尾
花
に
ま
し
り
さ
く
花
の
色
に
や
恋
ん
あ
ふ
（
マ
マ
）／

　
　
　
　
　

思
草
也
。
を
み
な
へ
し
を
云
也
。
惟
喬
親
王
の
御
哥
也
。
／

499　

一　

足
引
の
山
時
鳥
の
哥
は
、
七
条
宮
を
貫
之
恋
て
よ
む
と
な
ん
。」（
25
オ
）
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500　

一　

夏
な
れ
は
や
と
に
ふ
す
ふ
る
か
や
り
火
の
い
つ
ま
て
わ
か
身
下
も
え
ニ

せ
ん
／

　
　
　
　
　

す
み
よ
し
の
神
主
津
守
の
宣
基
か
娘
を
恋
て
、
道
行
の
大
将
／
の
よ
み
て
つ
か
は
さ
れ
し
也
。
／

501　

一　

恋
せ
し
と
み
た
ら
し
川
に
せ
し
み
そ
き
哥
は
、
業
平
、
二
条
后
の
／

　
　
　
　
　

�
隠
て
み
え
た
ま
は
さ
り
し
か
は
、
恋
せ
し
と
云
ま
つ
り
せ
ん
と
て
、
／
吉
備
の
大
明
と
云
陰
陽
師
を
め
し
て
、
賀
茂
の
川
原
ニ

て
／
た
い
も
（
マ
マ
）の

ま
つ
り
を
し
け
る
也
。
さ
れ
と
も
、
弥
恋
し
く
て
此
哥
を
よ
む
也
。
／
た
い
も
（
マ
マ
）の

祭
り
と
云
は
、
男
女
の
中
を

は
な
つ
祭
也
。
み
そ
き
な
り
。」（
25
ウ
）

502　

一　

あ
わ
れ
て
ふ
事
た
に
な
く
は
何
を
か
は
哥
、
助
内
侍
か
哥
な
り
。
／

503　

一　

思
ふ
に
は
し
の
ふ
る
事
そ
ま
け
に
け
る
色
ニ

は
出
し
と
お
も
ひ
し
物
を
／

　
　
　
　
　

�

二
条
の
后
を
恋
て
、
業
平
か
よ
め
る
。
伊
勢
物
語
に
あ
ふ
に
し
か
へ
は
／
と
有
か
、
そ
れ
を
貫
之
か
書
か
へ
な
を
す
と
云
。
人

丸
の
哥
ニ

、
わ
か
／
恋
は
人
に
い
は
な（
マ
マ
）む
と
お
も
へ
と
も
あ
ふ
に
し
か
へ
は
さ
も
あ
ら
は
あ
れ
／
此
哥
ニ

末
の
句
お
な
し
き
故
ニ

、

又
、
色
に
は
出
し
思
ひ
し
物
と
有
本
も
有
。
い
か
ん
。
／

504　

一　

我
か
こ
ひ
を
人
し
る
し
（
マ
マ
）め
や
し
き
妙
の
枕
の
み
こ
そ
し
ら
は
し
る
ら
め
／

　
　
　
　
　

寛
平
の
御
哥
合
に
法
王
の
御
哥
也
。」（
26
オ
）

505　

一　

あ
さ
ち
ふ
の
を
野
ゝ
し
の
は
ら
哥
は
、
延
喜
三
年
昭
宣
公
八
幡
ニ

／

　
　
　
　
　

ま
い
ら
れ
し
に
、
定
国
大
将
の
妹
（
マ
マ
）見
奉
て
よ
め
り
。
／

506　

一　

人
し
れ
ぬ
思
や
な
そ
と
あ
し
か
き
の
ま
ち
か
け
れ
と
も
あ
ふ
よ
し
の
な
き
／

　
　
　
　
　

�

伊
勢
と
行
平
も
同
孝（
マ
マ
）光
天
王
ニ

つ
か
へ
し
に
、
い
せ
か
よ
み
て
／
行
平
の
許
へ
つ
か
は
す
。
あ
し
か
き
の
ま
せ
か
き
は
、
蘆
は

ほ
そ
く
て
な
ら
／
ふ
る
ま
ち
か
き
故
也
。
を
な
し
こ
と
く
立
な
ら
ひ
す
め
と
も
あ
は
ぬ
心
也
。
／
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507　

一　

お
も
ふ
と
も
恋
ふ
と
も
あ
わ
ん
物
な
れ
や　

昭
宣
公
姪メ
イ

の
許
に
遣
は
す
。
／

508　

一　

い
て
我
を
人
な
と
か
め
そ
お
ほ
舟
の
ゆ
た
の
た
ゆ
だ
に
物
思
ふ
比
そ
」（
26
ウ
）

　
　
　
　
　

�
小
野
小
町
を
恋
て
、
平
の
中
興
か
よ
め
り
。
朱
云
、
ゆ
た
の
た
ゆ
だ
／
と
は
、
七
種
の
大
事
あ
り
。
舟
に
入
た
る
水
を
湯
と
云
。

湯
ま
り
／
た
る
也
。
や
る
か
た
も
な
し
と
恋
し
き
物
を
云
也
。
六
種
別
伝
ニ

あ
り
。
／

509　

一　

伊
勢
の
う
み
に
つ
り
す
る
あ
ま
の
哥
は
、
忠
仁
公
、
五
条
の
后
を
恋
て
／

　
　
　
　
　

よ
み
侍
る
。
五
条
后
、
冬
嗣
の
御
娘
順ヲ
ナ
イ

子コ

、
仁
明
后
、
忠
仁
か
姉
也
。
／

510　

一　

い
せ
の
う
み
の
あ
ま
の
釣
縄
う
ち
は
へ
て
哥
は
、
貞
元
親
王
よ
み
て
、
／

　
　
　
　
　

も
と
や
す
の
親
王
の
御
む
す
め
連ツ
ラ
ヒ

子コ

の
内
親
王
ニ

た
て
ま
つ
る
。
／

511　

一　

涙
川
な
に
み
な
か
み
を
た
つ
ね
け
ん
物
思
ふ
時
の
我
身
成
け
り
」（
27
オ
）

　
　
　
　
　

陽
成
院
の
御
哥
也
。
紀
淑ス
ケ

望モ
チ

か
む
す
め
を
心
か
け
て
よ
み
給
ふ
。
／

512　

一　

た
ね
し
あ
れ
は
い
は
に
も
松
は
お
い
に
け
る
（
マ
マ
）こ
ひ
を
し
恋
は
あ
は
さ
ら
め
や
も
／

　
　
　
　
　

忠
仁
公
の
御
哥
也
。
良
平
郷
（
マ
マ
）の
む
す
め
に
心
か
け
て
。
／

513　

一　

あ
さ
な
〳
〵
た
つ
川
霧
の
空
に
の
み
う
き
て
思
ひ
の
あ
る
世
成
け
り
／

　
　
　
　
　

�

紀
良
宗
か
備
前
守
に
て
京
へ
の
ほ
り
け
る
に
、
は
り
ま
の
賀
古
川
／
に
て
水
出
た
り
け
れ
は
や
す
ら
ふ
程
に
、
霧
立
て
い
つ
ち

も
／
み
え
ぬ
に
、
女
の
む
か
ひ
よ
り
渡
り
け
る
。
心
に
か
け
て
と
へ
は
、
六
条
の
／
大
納
言
藤
原
の
国
基
の
御
む
す
め
と
云
聞

て
、
思
か
け
て
」（
27
ウ
）
て
（
マ
マ
）つ
か
わ
し
け
る
。
良
宗
は
、
貫
之
か
兄
、
紀
資
之
か
子
也
。
／

514　

一　

わ
す
ら
る
ゝ
時
し
な
け
れ
は
あ
し
た
つ
の
思
ひ
み
た
れ
て
ね
を
の
み
そ
な
く
／

　
　
　
　
　

�

つ
ね
や
す
の
親
王
の
御
哥
也
。
日
本
記
云
、
大
和
武
尊
、
垂
仁
天
王
の
／
后
を
恋
給
ひ
て
咄（
？
）し
け
る
に
、
つ
れ
な
か
り
け
れ
は
、
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い
き
な
か
ら
に
／
し
ろ
き
鶴
と
成
て
空
に
鳴
渡
り
て
、
終
に
、
后
南
殿
に
い
て
／
給
ふ
御
時
、
お
り
て
羽
の
う
へ
に
の
せ
奉
り

て
雲
に
入
て
失
ニ

／
け
り
。
日
本
武
尊
は
、
仲
哀
天
皇
の
御
父
、
景
行
天
皇
也
。
此
心
哥（
？
）あ

り
。
／

515　

一　

唐
衣
日
も
夕
暮
に
成
る
時
は
哥
は
、
橘
の
長
盛
か
哥
也
。」（
28
オ
）

516　

一　

宵
〳
〵
に
枕
さ
た
め
む
か
た
も
な
し
哥
は
、
延
喜
后
の
御
哥
。
／

517　

一　

恋
し
き
に
い
の
ち
を
か
ふ
る
物
な
ら
は
し
に
は
や
す
く
そ
有
へ
か
り
け
る
／

　
　

一
（
マ
マ
）

　

伊
勢
か
家
の
哥
合
に
よ
み
侍
る
、
藤
原
良
門
か
哥
也
。
／

518　

一　

人
の
身
も
な
ら
は
し
物
を
あ
は
す
し
て
い
さ
心
み
ん
恋
や
し
ぬ
る
と
／

　
　
　
　
　

紀
定
文
か
む
す
め
を
こ
ひ
て
、
橘
の
忠
幹モ
ト

か
よ
め
り
。
／

519　

一　

し
の
ふ
れ
は
く
る
し
き
物
を
人
し
れ
す　

大
江
千
里
か
も
と
へ
、
／

　
　
　
　
　

藤
原
長
朝
か
む
す
め
の
よ
み
て
つ
か
は
す
◦哥

也
。
忍
ひ
文
ニ

し
の
ふ
と
也
。
／

520　

一　

こ
む
よ
に
も
は
や
な
り
な
く（
マ
マ
）ら
ん
め
の
ま
へ
ニ

哥
は
、
昭
宣
公
御
哥
也
。」（
28
ウ
）

521　

一　

つ
れ
も
な
き
人
を
こ
ふ
と
て
哥
は
、
陽
成
院
の
御
哥
な
り
。
／

522　

一　

行
水
に
数
か
く
よ
り
も
は
か
な
き
を
（
マ
マ
）哥
は
、
二
条
后
の
／

　
　
　
　
　

う
ち
ま
し
ま
し
て
あ
ひ
か
た
か
り
し
か
は
、
業
平
の
よ
み
て
／
ま
い
ら
す
る
也
。
／

523　

一　

人
を
恋
る
心
は
わ
れ
に
あ
ら
ね
は
や
哥
は
、
枇
杷
大
臣
／

　
　
　
　
　

御
む
す
め
を
こ
い
て
、
紀
良
宗
か
よ
み
て
、
人
つ
て
に
た
て
／
ま
つ
り
給
ふ
也
。
／

524　

一　

思
ひ
や
る
さ
か
ひ
は
る
か
に
成
や
す
る
哥
は
、
国
経
す
る
／

　
　
　
　
　

�

か
の
守
に
て
久
し
く
す
み
け
る
時
ニ

、
北
方
よ
り
よ
み
て
」（
29
オ
）
く
た
す
哥
也
。
す
る
か
の
夢
と
あ
り
。
明
法
の
は
か
せ
／
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仲
原
晴
時
か
む
す
め
也
。
／

525　

一　

夢
の
う
ち
に
あ
ひ
み
ん
こ
と
を
た
の
み
つ
ゝ
く
ら
せ
る
よ
ひ
は
ね
ん
か
た
も
な
し
／

　
　
　
　
　

忠
仁
公
御
哥
也
。
是
は
、
す
る
か
へ
返
し
を
む
す
め
か
か
は
り
て
。
／

526　

一　

恋
し
ね
と
す
る
わ
さ
な
ら
し
烏
羽
玉
の
よ
る
は
哥
、
業
平
、
／

　
　
　
　
　

宇
佐
の
勅
使
ニ

く
た
り
て
、
二
条
の
后
の
恋
し
か
り
て
つ
か
は
す
。
／
業
平
の
ほ
か
の
み
ち
に
て
行
あ
ひ
て
つ
か
わ
す
也
。
／

527　

一　

涙
川
枕
な
か
る
ゝ
う
き
ね
に
は
夢
も
さ
た
か
に
み
え
す
そ
有
け
る
」（
29
ウ
）

　
　
　
　
　

大
中
臣
頼
基
か
娘
を
恋
て
、
平
の
な
か
お
き
か
よ
め
り
。
／

528　

一　

恋
す
れ
は
我
身
は
か
け
と
な
り
に
け
り
哥
は
、
大
江
の
忠
経
か
哥
也
。
／

530　

一　

篝
火
の
か
け
と
な
る
身
の
わ
ひ
し
き
は
哥
は
、
融
大
臣
の
歌
（
マ
マ
）。
／

　
　
　
　
　

御
娘
を
そ
つ
の
内
侍
を
、
九
条
大
臣
師
輔
恋
て
よ
め
る
也
。
／
或
説
ニ

は
、
九
条
大
将
常
行
の
哥
と
な
ん
つ
た
へ
た
り
。
／

532　

一　

お
き
へ
に
も
よ
ら
ぬ
玉
も
の
波
の
上
に
み
た
れ
て
の
み
や
恋
わ
た
る（
マ
マ
）ら
ん
／

　
　
　
　
　

伊
勢
か
光
孝
ニ

お
も
は
れ
奉
り
て
あ
は
さ
り
し
時
、
行
平
よ
む
也
。
／

533　

一　

蘆
鴨
の
さ
わ
く
入
江
の
白
波
の
哥
は
、
あ
り
つ
ね
か
哥
也
。」（
30
オ
）

534　

一　

人
し
れ
ぬ
思
ひ
を
つ
ね
に
す
る
か
な
る
富
士
の
山
こ
そ
我
身
也
け
れ
／

　
　
　
　
　

壬
生
忠
峯
か
、
北
山
の
伯
母
の
あ
り
し
を
恋
て
よ
め
る
也
／

536　

一　

相
坂
の
ゆ
ふ
つ
け
鳥
も
我
か
こ
と
く
哥
は
、
四
条
后
を
／

　
　
　
　
　

恋
て
、
在
原
の
仲
平
か
よ
み
て
遣
し
け
り
。
仲
平
は
業
平
か
兄
。
／

535　

一　

飛
鳥
の
こ
ゑ
も
聞
え
ぬ
お
く
山
の
哥
は
、
宇
多
院
御
哥
也
。
／
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537　

一　

逢
坂
の
関
に
な
か
る
ゝ
い
は
し
水
い
は
て
哥
は
、
大
伴
清（「
光
清
」か
）

光
か
哥
也
。
／

538　

一　

浮
草
の
上
は
し
け
れ
る
渕
な
れ
や
哥
、
貞
国
親
王
御
娘
を
／

　
　
　
　
　

わ
（
マ
マ
）ひ

て
よ
み
給
へ
る
。
基
康
の
親
王
あ
そ
は
し
つ
か
わ
さ
る
也
。」（
30
ウ
）

539　

一　

う
ち
侘
て
よ
は
ゝ
む
声
に
山
彦
の
哥
は
、
藤
原
公
俊
か
哥
也
。
／

540　

一　

心
か
へ
す
る
物
に
も
か
か
た
恋
は
哥
は
、
昭
宣
公
の
哥
な
り
。
／

541　

一　

よ
そ
に
し
て
恋
ふ
れ
は
く
る
し
の
哥
は
、
行
平
よ
み
て
、
能
相
の
娘
の
／

　
　
　
　
　

許
へ
つ
か
は
し
け
る
。
行
平
の
妻
と
成
れ
り
。
染
殿
内
侍
の
母
也
。
／

543　

一　

明
た
て
は
蟬
の
お
り
は
へ
鳴
暮
し
哥
は
、
延
喜
の
御
哥
合
に
／

　
　
　
　
　

后
よ
ま
せ
給
ひ
し
な
り
。
お
り
は
へ
て
は
、
を
り
を
得
て
と
云
也
／
と
か
け
り
。
お
り
を
え
た
る
也
。
／

544　

一　

夏
虫
の
身
を
徒
に
な
す
事
も
一
思
ひ
に
よ
り
て
成
け
り
」（
31
オ
）

　
　
　
　
　

小
野
小
町
を
恋
て
、
大
江
惟コ
レ

章ア
キ
ラ

か
よ
め
り
。
／

545　

一　

夕
さ
れ
は
い
と
ゝ
ひ
か
た
き
我
袖
に
哥
は
、
宰
相
清
経
入
道
か
哥
也
。
／

　
　
　
　
　

法
名
蓮
寂
と
申
す
。
昭
宣
公
の
弟
也
。
／

546　

一　

い
つ
と
て
も
恋
し
か
ら
す
は
あ
ら
ね
と
も
哥
は
、
藤
原
良
房
卿
御
哥
也
。
／

547　

一　

秋
の
田
の
穂
に
こ
そ
人
を
恋
さ
し
（
マ
マ
）め
の
哥
は
、
橘
の
広
道
か
、
宗
冬
か
／

　
　
　
　
　

�

娘
を
恋
て
よ
み
て
つ
か
は
し
け
れ
は
、
返
し
も
あ
り
。
ほ
に
い
て
ゝ
な
ひ
／
か
ん
と
や
は
秋
の
田
の
か
り
に
も
人
に
あ
か
れ
も

や
せ
む
／

548　

一　

秋
の
田
の
ほ
の
う
へ
照
す
い
な
つ
ま
の
ひ
か
り
の
間
に
も
忘（
？
）れ
わ
す
る
ゝ
」（
31
ウ
）
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549　

一　

人
目
も
る
わ
れ
か
は
あ
や
な
花
薄
な
と
か
穂
に
い
て
ゝ
恋
す
し
も
あ
ら
ぬ
（
マ
マ
）／

　
　
　
　
　

�

朱
雀
院
春
宮
の
御
時
、
望
□
親
王
、
御
娘
を
心
か
け
て
哥
也
。
／
文
集
云
、
菀ヱ
ン

雀シ
ヤ
ク

二
丈
之
薄ス
ゝ
キ

花
連ニ
迷
二
後
心ヲ
一
云
り
。
／
文
ノ

心
は
、

菀
雀
野
ニ

行
テ
死
タ
ル
。
男
の
婁
珠
か
尋
テ
行ア
リ
ク

程
に
、
／
菀
雀
か
屍カ
ハ
ネ

よ
り
お
い
と
を
る
す
ゝ
き
か
ま
ね
き
し
よ
り
、
薄
／
を
ま

ね
く
袖
と
言
り
。
或
説
ニ

は
、
菀エ
ン

雀シ
ヤ
ク

は
妻
、
婁
珠
夫
也
。
／

550　

一　

淡
雪
の
た
ま
れ
は
が
て
に
砕
つ
ゝ
哥
は
、
貫
之
か
哥
な
り
。
／

　
　
　
　
　

�

朱
云
、
淡
雪
の
た
ま
れ
る
は
が
て
に
と
言
は
、
た
ま
れ
は
か
つ
〳
〵
と
」（
32
オ
）（「
く
」脱
か
）

た
け
つ
ゝ
と
言
心
也
。
雪
の
た
ま
る
と
言
は
、

か
つ
ほ
ろ
〳
〵
と
／
か（

？

）

す
き
を
砕
つ
ゝ
と
言
心
也
。
／

551　

一　

奥
山
の
す
か
の
ね
し
の
き
降
雪
の
け
ぬ
と
か
い
は
む
恋
の
し
け
き
に
／

　
　
　
　
　

す
か
の
ね
雪
も
た
ま
ら
ね
は
と
也
。
菅（
？
）の
根
也
。
染
殿
内
侍
哥
也
。
／

　
　
　
　

古
今
和
歌
集
巻
第
十
二　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／

　
　
　
　
　

恋
哥
二
／

552　

一　

思
ひ
つ
ゝ
ぬ
れ
は
や
人
の
み
え
つ
ら
む
夢（
マ
マ
）知
せ
は
覚
さ
ら
ま
し
を
／

553　

一　

う
た
ゝ
ね
に
恋
し
き
人
を
み
て
し
よ
り
夢
て
ふ
物
は
た
の
み
そ
め
て
き
」（
32
ウ
）

554　

一　

い
と
せ
め
て
恋
し
き
時
は
烏
羽
玉
の
夜
の
衣
を
か
へ
し
て
そ
き
る
／

　
　
　
　
　

�

小
野
小
町
、
業
平
に
す
ゝ
め
ら
れ
て
、
か
れ
〳
〵
に
成
る
時
よ
む
。
け（
マ
マ
）す
／
う
た
ゝ
ね
の
哥
、
陽
成
院
御
時
、
芹
川
の
十
首
哥

合
に
よ
む
。
い
と
せ
め
て
／
の
哥
、
小
町
か
哥
也
。
夜
の
衣
を
か
へ
す
と
言
事
は
、
文
集
云
、
顔
女
恋
二
／
亡
夫ヲ
一
返
◦夜

衣ヲ
一
待ツ
二

夢
契
少ス
ク

一ナ
キ
ヲ

。
文
心
は
、
秦
の
始
皇
の
代
に
／
清セ
イ

青シ
ヤ
ウ

ト
云
人
有
。
女
を
思
て
有
し
か
、
他
国
へ
行
て
死
に
、
／
女
深
歎
し
か
は
、

夫
夢
に
み
へ
て
云
ク
、
夜
の
衣
を
返
し
て
／
北
枕
に
ね
て
左
右
の
手
を
胸
に
納
め
よ
と
言
。
女
そ
の
を
し
」（
33
オ
）
へ
の
こ
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と
く
す
る
に
、
た
か
わ
す
夢
に
見
え
し
也
。
夫
と
夜
毎
／
逢
事
、
現
の
こ
と
し
。
是
ヨ
リ
言
也
。
此
哥
、
小
町
哥
也
。
／

555　

一　

秋
風
の
身
に
さ
む
け
れ
は
難ツ
レ
モ
ナ
キ面

人
を
そ
頼
む
く
る
ゝ
夜
毎
に
／

（556）
　
　
　

�
素
性
、
遍
昭
か
家
に
て
哥
合
に
よ
め
る
。
人
の
わ
さ
し
け
る
と
／
言
は
、
死
し
て
薨
ズ
ル
ヲ
言
也
。
山
階
大
将
恒
行
の
二
男
と

も
行
死
／
た
り
し
也
。
こ
と
わ
さ
と
言
は
、
説
法
せ
ん
事
也
。
真
静
法
師
、
三
井
寺
法
師
也
。
／

558　

一　

恋
わ
ひ
て
打
ぬ
る
中
に
行
か
よ
ふ
夢
の
た
ゝ
ち
は
う（
？
）つ

ゝ
な
ら
な
む
／

559　
（
マ
マ
）

　

住
の
江
の
き
し
に
よ
る
波
よ
る
さ
へ
や
夢
の
通
路
人
め
よ
く
ら
ん
」（
33
ウ
）

　
　
　
　
　

夢
う
つ
ゝ
と
は
、
夢
は
現
の
こ
と
し
と
言
也
。
敏
行
の
哥
也
。
／

566　
（
マ
マ
）
　

か
き
く
ら
し
ふ
る
白
雪
の
下
消
に
哥
、
当
家
ニ

は
、
か
き
く
ら
し
を
／

　
　
　
　
　

本
と
す
る
也
。
壬
生
忠
岑
か
哥
。
／

582　

一　

秋
な
れ
は
山
と
よ
む
ま
て
な
く
鹿
の〻に

我
お
と
ら
め
や
独
ぬ
る
夜
は
／

　
　
　
　
　

是
貞
親
王
の
御
息
所
の
御
哥
也
。
不
慮
外
忍
ひ
家
に
籠
り
／
給
ふ
時
、
春
ま
て（
？
）ふ
り
ゆ（
？
）か
ん
と
風
聞
の
事
を
か
な
し
み
て
。
／

570　

一　

わ
り
な
く
も
ね
て
も
覚
て
も
恋
し
き
は
哥
、
八
条
の
出
雲
／

　
　
　
　
　

と
云
お
ほ
う
ち
に
つ
か
ふ
ま
つ
る
女
也
。
行
基
か
娘
也
。」（
34
オ
）

568　

一　

し
ぬ
る
い
の
ち
い
き
も
や
す
る
と
心
み
に
玉
の
緒
斗
あ
は
ん
と
い
は
な
ん
／

　
　
　
　
　

聖
武
天
皇
よ
ま
せ
給
ふ
。
是
、
光
明
夫
人
を
思
ふ
り
（
マ
マ
）也
。
／

571　

一　

恋
し
き
に
わ
ひ
て
た
ま
し
ゐ
ま
と
ひ
な
は
む
な
し
き
か
ら
の
名
に
や
の
こ
ら
ん
／

　
　
　
　
　

き
よ
と
も
か
む
す
め
を
恋
て
、
藤
原
の
良
親
か
読
る
也
。
／

573　

一　

夜
と
と
も
に
な
か
れ
て
そ
ゆ
く
涙
川
の
哥
は
、
伊
勢
を
恋
て
、
／
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源
正
隆
か
よ
め
る
哥
也
。
／

574　

一　

夢
路
に
も
露
や
を
く
ら
ん
終
夜
哥
、
延
喜
の
御
門
の
御
哥
也
。
／

577　

一　

ね
に
鳴
て
ひ
ち
に
し
か
と
も
は
る
さ
め
に
ぬ
れ
に
し
袖
と
問
は
こ
た
へ
む
」（
34
ウ
）

　
　
　
　
　

�
寛
平
十
四
年
卯
月
ニ

厳
嶋
の
臨
時
の
祭
の
時
、
舞
の
勅
使
に
下
／
し
に
、
か
の
舞
姫
の
内
侍
、
神
主
兵
部
の
大
夫
さ
い
き
の
広

／
氏
か
む
す
め
を
恋
て
、
千
里
か
よ
め
る
也
。
／

581　

一　

虫
の
こ
と
声
に
た
て
ゝ
は
な
か
ね
共
涙
の
み
こ
そ
し
た
に
な
か
る
れ
／

　
　
　
　
　

是
貞
親
王
す
み
よ
し
へ
御
出
有
し
に
、
御
息
所
を
み
た
て
／
ま
つ
り
給
ひ
て
よ
め
り
。
昭
宣
公
第
七
の
む
す
め
。
／

583　

一　

秋
の
野
に
み
た
れ
て
咲
る
花
の
色
の
千
種
に
物
を
思
ふ
頃
哉
／

　
　
　
　
　

延
喜
御
門
御
子
安
子
内
親
王
を
恋
て
よ
め
る
。
貫
之
か
哥
也
。」（
35
オ
）

589　

一　

や
よ
ひ
は
か
り
に
、
物
た
ゝ
（
マ
マ
）ひ
け
る
人
の
も
と
へ
、
又
人
ま
か
り
つ
ゝ
／

　
　
　
　
　

�

せ
う
そ
こ
す
と
き
ゝ
て
、
つ
か
は
し
け
る
。
露
な
ら
ぬ
心
を
花
に
を
／
き
そ
め
て
風
吹
こ
と
に
物
思
ひ
そ
つ
く　

躬
恒
か
娘
の

美
作
／
の
す
け
に
あ
ひ
て
物
い
ひ
そ
め
し
時
也
。
又
ひ
と
り
（
マ
マ
）ま
か
り
つ
ゝ
／
消
息
す
と
聞
え
（
マ
マ
）て
と
云
は
、
清
原
元
任
か
か
よ
ふ

と
聞
を
／
言
也
。
元
任
は
深
養
父
か
弟
也
。
／

590　

一　

我
か
恋
に
暗
部
の
山
の
さ
く
ら
花
ま
な
く
ち
る
と
も
か
す
は
ま
さ
ら
し
／

　
　
　
　
　

行
平
の
娘
白
川
娘
を
恋
奉
り
て
、
是
則
か
よ
め
り
。
／

600　

一　

夏
む
し（
マ
マ
）何
か
い
ひ
け
ん
心
か
ら
我
も
思
ひ
に
も
え
ぬ
へ
ら
な
り
」（
35
ウ
）

　
　
　
　
　

�

左
近
衛
佐
藤
原
敏
方
、
但
馬
守
に
て
行
あ
ひ
て
つ
れ
て
く
た
り
て
／
侍
り
し
に
、
敏
方
か
む
す
め
ほ
の
み
て
恋
て
つ
か
は
し
け

る
、
躬
恒
／
か
哥
也
。
返
し
、
身
を
す
て
ゝ
お
も
ふ
時
か
は
い
か
て
か
は
人
に
心
の
と
け
さ
ら
め
か
も
／
終
あ
ひ
て
忍
ひ
〳
〵
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に
契
け
り
。
／

604　

一　

津
の
国
の
難
波
の
蘆
の
め
も
は
る
に
哥
、
延
喜
七
ノ
宮
を
／

　
　
　
　
　

恋
て
、
貫
之
よ
み
て
送
り
奉
り
給
ひ
、
終
に
此
事
と
け
に
け
り
。
／

605　

一　

て
も
ふ
れ
て
月
日
へ
に
け
る
し
ら
ま
弓
お
き
ふ
し
よ
り
（
マ
マ
）は

い
こ
そ
ね
ら
れ
ね
／

　
　
　
　
　

を
な
し
人
の
哥
也
。」（
36
オ
）

610　

一　

梓
弓
ひ
け
は
も
と
す
ゑ
我
か
た
に
よ
る
こ
そ
ま
さ
れ
恋
の
心
は
／

　
　
　
　
　

�

あ
つ
さ
弓
は
あ
ま
た
の
義
あ
り
。
一
ニ
ハ
、
み
ち
の
く
に
あ
つ
さ
／
の
郡
に
つ
く
る
弓
也
。
一
ニ
ハ
、
あ
つ
さ
の
木
に
て
作
也
。

／
一
ニ
ハ
、
み
こ
の
口
よ
す
る
弓
也
。
ま
こ
と
に
は
あ
つ
さ
の
木
／
に
定
る
な
り
。
／

　
　
　
　

古
今
和
歌
集
巻
第
十
三　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／

616　
　
　
　

恋
哥
三　

や
よ
ひ
の
つ
い
た
ち
よ
り
し
の
ひ
に
／

　
　
　
　
　

�

人
に
も
の
ら
い
ひ
て
、
の
ち
に
雨
の
そ
ほ
ふ
り
」（
36
ウ
）
け
る
に
、
読
て
つ
か
わ
し
け
る
。
朔
日
に
人
の
物
い
ふ
と
／
云
は
、

二
条
后
、
春
宮
の
女
御
に
て
西
の
台
に
ま
し
／
ま
し
け
る
也
。
を
き
も
せ
す
ね
も
せ
て
よ
る
を
あ
／
か
し
て
は
春
の
も
の
と
て

な
か
め
く
ら
し
つ
／
お
く
へ
き
ひ
る
は
な
け
き
、
ね
ぬ
へ
き
夜
は
恋
し
／
き
に
ね
ら
れ
す
と
也
。
そ
ほ
ふ
る
は
、
雨
の
す
こ
し

／
ふ
る
心
也
。
又
、
そ
よ
ふ
る
也
。
業
平
よ
る（
マ
マ
）ん
て
つ
か
は
し
け
る
。
／

617　

一　

つ
れ
〳
〵
の
な
か
め
に
ま
さ
る
な
み
た
川
哥
、
業
平
」（
37
オ
）

618　
　
　
　

�

の
朝
臣
の
家
な
り
。
女
は
、
い
も
う
と
の
初
草
の
姫
也
。
／
敏
行
か
妻
也
。
あ
さ
み
と（
マ
マ
）り
袖
は
ひ
つ
ら
め
涙
川
身
さ
へ
／
（
マ
マ
）き
か

は
た
の
ま
ん　

は
つ
草
女
か
返
し
た
り
。
／

619　

一　

よ
る
へ
な
み
身
を
こ
そ
と
を
く
へ
た
て
つ
れ
哥
は
、
業
平
既（
？
）に

て
／
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�

葛（
マ
マ
）葉

羅
殿
真
雅
僧
正
の
御
弟
子
に
て
十
六
ノ
年
ま
て
／
す
み
け
る
に
、
僧
正
片
時
も
離
る
こ
と
な
し
。
于
時
淳
和
天
皇
／
召
て

つ
か
は
さ（
マ
マ
）り

し
に
、
僧
正
よ
み
て
給
ふ
哥
也
。
よ
る
へ
な
み
と
は
、
／
内
裏
な
れ
は
よ
る
へ
き
方
も
な
し
と
云
心
也
。
朱
ニ

云
、

よ
る
へ
な
み
と
は
、
／
縁
な
く
て
よ
る
か
た
も
な
し
と
云
心
也
。
さ
れ
は
、
後
撰
集
ニ

云
、
鳴
」（
37
ウ
）
洞
よ
し
（
マ
マ
）い

た
さ
れ
し

舟
よ
り
も
我
そ
よ
る
へ
も
な
き
心
ち
す
る
／
数
な
ら
ぬ
身
は
、
う
き
草
ニ

な
り
な
ゝ
む
。
つ
れ
な
き
人
ニ

よ
る
へ
し
ら
れ
し
。
／

620　

一　

徒
に
行
て
は
来
ぬ
る
物
ゆ
へ
に
み
ま
く
ほ
し
さ
に
い
さ
な
は
れ
つ
ゝ
／

　
　
　
　
　

�

業
平
し
け
く
か
よ
ふ
と
て
、
后
の
あ
に
昭
宣
公
の
許
へ
か
く
し
奉
り
て
／
あ
り
し
に
、
あ
は
ぬ
物
ゆ
へ
に
行
て
は
か
へ
り
又
か

へ
り
て
行
／
く
を
、
二
条
の
后
の
許
へ
忍
て
奉
る
（
マ
マ
）け
る
哥
そ
。
／

621　

一　

あ
は
ぬ
夜
の
ふ
る
白
雪
と
つ
も
り
な
は
我
さ
へ
友
に
け
ぬ
へ
き
も
の
を
／

　
　
　
　
　

文
武
天
皇
の
后
を
犯
て
、
上
総
国
へ
な
か
さ
れ
し
（
マ
マ
）け
る
ニ

、
人
丸
か
哥
也
。
／

622　

一　

秋
の
野
に
篠
わ
け
し
あ
さ
の
袖
よ
り
も
あ
わ
て
こ
し
夜
そ
ひ
ち
ま
さ
り
け
る
」（
38
オ
）

　
　
　
　
　

�

あ
さ
の
袖
は
、
朝
の
袖
也
。
大
和
物
語
の
事
を
引
て
よ
め
る
也
。
桜
／
田
の
利
名
の
中
将
、
河
内
国
な
る
女
に
か
よ
へ
と
も
、

あ
は
て
／
朝
の
袖
の
み
滋
て
か
へ
り
し
事
を
思
ひ
出
て
、
よ
み
侍
る
也
。
業
平
。
／

625　

一　

晨
明
の
つ
れ
な
く
み
え
し
別
よ
り
暁
斗
う
き
物
は
な
し
／

　
　
　
　
　

�

忠
峯
い
ま
た
延
喜
の
御
門
に
も
つ
か
へ
す
し
て
、
和
泉
大
将
貞
国
／
の
許
ニ

あ
り
し
比
、
貞
国
、
暁
の
恋
と
言
心
を
よ
め
と
言

て
／
帰
り
ぬ
。
忠
峯
よ
み
侍
り
け
る
。
此
哥
は
名
哥
な
る
故
に
、
／
や
か
て
和
哥
所
ノ
衆
と
せ
り
。
住
吉
明
神
の
利
性
（
マ
マ
）也
。」

（
38
ウ
）

626　
（
マ
マ
）
　

逢
こ
と
の
な
き
さ
に
し
よ
る
浪
な
れ
は
哥
は
、
元
方
津
の
守
ニ

成
て
／

　
　
　
　
　

�

東
（
マ
マ
）国

の
時
西
の
宮
に
て
参
り
あ
ひ
た
り
し
女
を
恋
て
、
又
行
ゑ
／
を
た
つ
ぬ
れ
は
、
左
大
臣
源
常
行
卿
の
御
娘
と
聞
て
、
よ
み
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て
つ
／
か
は
す
也
。
終
本
意
と
け
て
あ
ひ
ぬ
。
か
の
腹
に
御
子
二
人
／
あ
り
。
左
大
臣
藤
原
の
雅
俊
、
中
納
言
雅
忠
等
也
。
実

に
は
元
方
／
子
な
し
。
此
女
房
は
経
行
大
将
妻
な
る
に
よ
り
て
、
お
も
て
に
／
付
て
常
行
の
子
と
す
。
雅
俊
名
を
あ
ら
た
め
て
、

朝
行
と
言
。
／
経
行
大
将
北
方
し
の
ひ
〳
〵
か
よ
ひ
給
ひ
て
け
る
と
也
。」（
39
オ
）

627　

一　

か
ね
て
よ
り
風
に
先
た
つ
浪
な
れ
や
あ
ふ
事
な
き
に
ま
た
き
た
つ
ら
ん
／

　
　
　
　
　

�

大
友
の
家
持
か
む
す
め
、
な
ら
ひ
な
き
美
人
也
。
文
武
お
ほ
し
召
／
け
る
を
、
柿
本
躬
都
良
恋
て
通
ふ
と
名
を
立
て
、
／
石
見

の
国
へ
な
か
さ
れ
け
る
時
、
よ
み
て
王
に
奉
り
け
る
／
哥
也
。
ひ
ん
か
し
の
五
条
あ
た
り
に
人
を
し
り
て
と
言
は
、
／
ひ
か
し

の
五
条
は
長
良
中
納
言
の
家
也
。
か
れ
に
二
条
の
后
の
／
お
は
し
け
る
に
、
業
平
忍
〳
〵
に
か
よ
ふ
と
聞
へ
け
る
也
。
／

632　

一　

人
し
れ
ぬ
我
か
よ
ひ
ち
の
関
守
は
宵（
？
）〳
〵
こ
と
に
打
も
ね
な
ゝ
ん
／

633　
（
マ
マ
）
　

し
の
ふ
れ
と
恋
し
き
時
は
足
引
の
山
よ
り
月
の
い
て
ゝ
こ
そ
く
れ
」（
39
ウ
）

　
　
　
　
　

中
納
言
藤
原
の
利
基
か
娘
を
一
夜
め
し
て
か
へ
ら
む
と
し
け
る
に
、
／
文
徳
天
皇
あ
そ
は
し
け
る
と
な
ん
。
／

638　

一　

あ
け
ぬ
と
て
い
ま
は
の
心
つ
く
か
ら
に
な
と
い
ひ
し
ら
ぬ
思
ひ
そ
ふ
ら
ん
／

　
　
　
　
　

二
条
の
后
ニ

し
の
ひ
て
ま
い
り
し
時
、
暁
よ
め
る
。
と
し
ゆ
き
。
／

641　

一　

郭
公
夢
か
う
つ
ゝ
か
朝
露
の
お
き
て
わ
か
れ
し
あ
か
つ
き
の
こ
え
／

　
　
　
　
　

�

仁
明
天
皇
の
大
嘗
会
に
業
平
既（
？
）に
て
物
み
け
る
を
恋
て
／
け
る
か
、
東
寺
の
辺
に
て
一
度
あ
ひ
侍
り
け
る
。
暁
に
郭
公
／
な
く

を
聞
て
よ
め
る
。
醍
醐
法
し
定
海
の
哥
な
り
。
真
如
／
親
王
の
御
子
也
。
業
平
か
い
と
こ
な
り
。」（
40
オ
）

642　

一　

玉
匣
ハ（「
笥
」の
誤
か
）

司
あ
け
な
（
マ
マ
）は
君
か
名
た
ち
ぬ
へ
み
よ
ふ
か
く
こ
し
を
／

　
　
　
　
　

人
み
け
ん
か
も　

延
喜
の
東
宮
に
て
よ
ま
せ
給
ふ
哥
也
。
／

644　

一　

ね
ぬ
る
夜
の
夢
を
は
か
な
み
ま
と
ろ
め
は
い
や
は
か
な
に
も
成
ま
さ
る
哉
／
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�

人
に
あ
ひ
て
朝
に
つ
か
は
す
と
言
は
、
小
野
小
町
に
は
し
め
て
／
相
し
也
。
業
平
□
三
年
也
。
都
北
山
に
て
也
。
／
業
平
伊
勢

の
国（
マ
マ
）ま

か
り
た
り
け
る
時
、
青
（
マ
マ
）宮

な
り
け
る
人
ニ

／
い
と
み
そ
か
に
あ
ひ
て
、
又
の
あ
し
た
に
ひ
と
や
る
す
へ
な
く
て
／
お
も

ひ
を
り
け
る
◦間

に
、
女
の
許
よ
り
お
こ
し
た
り
け
る
哥
。
／
是
は
か
り
の
使
と
言
也
。
太
神
宮
に
た
か
狩
を
し
て
神
供
に
／
み
（
マ
マ
）な

ふ
る
御
使
也
。
斎
宮
成
け
る
人
と
言
事
は
、
清
和
天
皇
の
」（
40
ウ
）
妹
、
呂
子
内
親
也
。
斎
宮
の
哥
也
。
／

645　

一　

君
や
こ
し
我
や
ゆ
き
け
む
お
も
ほ
え
す
夢
か
現
か
ね
て
か
さ
め
て
か
／

　
　
　
　
　
　
　

返
し　

業
平
／

646　

一　

か
き
く
ら
す
心
の
や
み
に
ま
と
ひ
に
き
夢
う
つ
ゝ
と
は
世
人
さ
た
め
よ
／

647　

一　

烏
羽
玉
の
闇
の
現
は
さ
た
か
な
る
夢
に
い
く
ら
も
ま
さ
ら
さ
り
け
り
／

　
　
　
　
　

あ
り
つ
ね
か
む
す
め
を
恋
て
、
貞
元
親
王
の
よ
み
給
へ
り
。
／

648　

一　

さ
よ
ふ
け
て
あ
ま
の
と
渡
る
月
影
に
あ
か
す
も
君
を
あ
ひ
み
つ
る
哉
／

　
　
　
　
　

朱
雀
院
の
御
哥
也
。
仙
洞
に
や
き
子
と
言
女
を
心
に
か
け
給
／
て
／

649　

一　

君
か
名
も
我
名
も
た
ゝ
し
難
波
な
る
み
つ
と
も
い
ふ
な
あ
ひ
み
（
マ
マ
）と
も
い
は
し
／

　
　
　
　
　

天
智
天
皇
の
近
江
の
采
女
と
妻
（
マ
マ
）た
ひ
け
る
哥
也
。」（
41
オ
）

650　

一　

名
と
り
河
瀬
々
の
む
も
れ
木
あ
ら
は
れ
て
い
か
に
せ
ん
と
か
あ
ひ
み
そ
め
け
ん
／

　
　
　
　
　

染
殿
の
后
を
恋
て
、
あ
る
事
に
よ
り
て
東
国
へ
な
か
さ
れ
て
、
金
／
青
鬼
と
成
て
取
奉
る
程
に
、
后
う
せ
給
へ
る
／

651　

一　

吉
野
川
水
の
心
は
は
や
く
と
も
瀧
の
を
と
に
は
た
て
し
と
そ
思
ふ
／

　
　
　
　
　

二
条
の
后
の
御
哥
也
。
／

652　

一　

恋
し
く
は
下
に
を
お
も
へ
紫
の
ね
す
り
の
衣
色
に
い
つ
な
夢
／
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順
子
を
恋
て
、
紀
淑
望
か
よ
め
り
。
／

653　

一　

花
す
ゝ
き
ほ
に
い
て
ゝ
恋
は
名
を
お
し
み
下
結
ひ
も
の
む
す
ほ
ゝ
れ
つ
ゝ
」（
41
ウ
）

　
　
　
　
　

四
条
の
后
を
恋
て
読
け
る
な
り
。
女
の
許
よ
り
お
こ
せ
た
り
け
る
と
／
は
、
た
い
ら
の
中
興
か
む
す
め
也
。
／

656　

一　

現
に
は
さ
も
こ
そ
あ
ら
め
の
哥
、
業
平
、
小
町
を
恋
て
読
る
。
／

657　

一　

限
な
き
思
ひ
の
ま
ゝ
に
よ
る
も
こ
む
夢
路
を
さ
へ
に
人
は
と
か
め
し
／

658　

一　

夢
路
に
は
足
も
や
す
ま
す
か
よ
へ
と
も
う
つ
ゝ
に
一
日
（
マ
マ
）み
し
こ
と
は
あ
ら
す
／

　
　
　
　
　

大
江
の
惟
章
か
許
へ
つ
か
は
し
け
る
、
小
町
か
哥
也
。
／

659　

一　

思
へ
と
も
人
め
つ
ゝ
み
の
た
か
け
れ
は
川
と
見
な
か
ら
え
こ
そ
渡
ら
ね
／

　
　
　
　
　

藤
原
の
忠
房
か
哥
也
。
／

660　

一　

瀧
津
瀬
の
は
や
き
心
を
な
に
し
か
も
ひ
と
め
つ
ゝ
み
の
関
と
ゝ
む
ら
ん
／

　
　
　
　
　

�

北
野
へ
ま
う
て
つ
る
時
、
物
見
車
の
と
ゝ
ろ
く
を
み
れ
は
、
女
車
也
。」（
42
オ
）
河
原
ニ

侍
り
み
る
に
七
条
の
后
也
。
や
か
て

恋
て
、
貫
之
つ
か
は
す
哥
也
。
／

664　

一　

山
し
な
の
を
と
は
の
山
の
音
に
た
に
哥
は
、
近
江
の
采
女
の
／

　
　
　
　
　

天
智
天
皇
を
恋
た
て
ま
つ
り
て
よ
み
て
奉
る
哥
也
。
／

669　

一　

大
か
た
は
我
名
も
み
な
と
こ
き
い
て
な
む
世
を
海
へ
た
に
み
る
め
す
く
な
し
／

　
　
　
　
　

平
城
の
御
孫
源
の
融
の
御
む
す
め
を
お
も
は
せ
給
ひ
て
哥
。
／

671　

一　

風
ふ
け
は
波
う
つ
き
し
の
松
な
れ
や
ね
に
あ
ら
は
れ
て
な
き
ぬ
へ
ら
也
／

　
　
　
　
　

さ
た
け
の
直
我
と
染
殿
内
侍
を
恋
奉
り
て
、
よ
め
る
な
り
。
／
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676　
（
マ
マ
）

　

し
る
と
い
へ
は
枕
た
に
せ
て
ね
し
物
を
ち
り
な
ら
ぬ
名
の
空（
？
）に

た
へ（
マ
マ
）な

ん
／

　
　
　
　
　

伊
勢
、
一
夜
忠
房
ち
き
り
て
、
や
か
て
か
く
れ
な
し
。
／
伊
勢
か
よ
む
。」（
42
ウ
）

　
　
　
　

古
今
和
謌
集
巻
第
十
四　

相
伝
秘
要
蜜
勘
抄
／

　
　
　
　
　

恋
哥
四　
　

よ
み
人
し
ら
す
／

677　

一　

陸
奥
の
浅
香
の
沼
の
花
か
つ
み
か
つ
み
つ
る
人
に
恋
や
渡
ら
ん
／

　
　
　
　
　

在
原
の
業
平
か
む
す
め
を
恋
て
、
し
の
ひ
〳
〵
に
あ
ふ
て
よ
め
り
。
／
在
原
の
基
平
か
哥
。
行
平
の
一
男
也
。
／

678　

一　

あ
ひ
み
す
は
恋
し
き
こ
と
も
な
か
ら
ま
し
を
と
に
は
人
を
き
く
へ
か
り
け
る
／

　
　
　
　
　

す
け
の
内
侍
に
あ
ひ
て
み
つ
ね
か
哥
也
。
／

682　

一　

石
間
行
水
の
白
波
立
か
へ
り
哥
は
、
業
平
を
恋
て
、
二
条
の
／

　
　
　
　
　

后
よ
み
て
送
り
給
ふ
哥
也
。」（
43
オ
）

683　

一　

伊
勢
の
海
士
の
朝
な
夕
な
に
か
つ
く
て
ふ
哥
は
、
宇
多
の
／

　
　
　
　
　

御
哥
也
。
／

688　

一　

思
ふ
て
ふ
こ
と
の
の
（
マ
マ
）葉
の
み
や
秋
を
へ
て
色
も
か
は
ら
ぬ
物
に
そ
有
け
る
／

　
　
　
　
　

是
貞
の
親
王
の
御
哥
也
。
／

692　

一　

月
夜
よ
し
夜
よ
し
と
人
に
つ
け
や
ら
は
こ
て
ふ
に
に
た
り
ま
た
す
し
も
あ
ら
す
／

　
　
　
　
　

す
け
の
内
侍
の
許
へ
常
康
親
王
の
こ
む
と
て
来
さ
り
け
れ
は
、
／
よ
み
て
恨
み
や
り
け
り
。
／

696　

一　

津
の
国
の
難
波
お
も
は
す
山
城
の
と
は
に
あ
ひ
み
ん
こ
と
を
の
み
こ
そ
／

　
　
　
　
　

す
け
の
内
侍
か
哥
也
。」（
43
ウ
）
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697　

一　

敷
嶋
の
大
和
に
は
あ
ら
ぬ
か
ら
衣
比
も
へ
す
し
て
あ
ふ
よ
し
も
哉
／

　
　
　
　
　

�

と
う
い
・
な
ん
ば
ん
・
せ
い
し
う
・
ほ
く
て
き
、
四
人
の
将
軍
、
よ
つ
の
城
を
／
か
ま
へ
て
有
り
。
故
に
、
四
城
嶋
と
言
也
。

城
と
言
字
を
き
と
よ
む
。
／
此
哥
は
、
七
ノ
宮
を
恋
て
貫
之
か
よ
む
也
。
／

699　

一　

み
よ
し
野
ゝ
お
ほ
か
は
の
へ
の
藤
波
の
な
み
に
お
も
は
ゝ
我
恋
め
や
は
／

701　

一　

あ
ま
の
原
ふ
み
と
ゝ
ろ
か
し
な
る
神
も
思
ふ
中
を
は
さ
け
し
と
そ
お
も
ふ
／

　
　
　
　
　

さ
く
る
は
、
さ
ま
た
く
る
心
也
。
紀
乳
母
の
哥
也
。
陽
成
院
／
の
御
乳
母
也
。
／

702　

一　

梓
弓
ひ
き
の
ゝ
つ
ゝ
ら
す
ゑ
つ
ゐ
に
我
思
ふ
人
に
こ
と
の
し
け
け
ん
」（
44
オ
）

　
　
　
　
　

し
け
ゝ
む
は
、
相
こ
と
の
し
け
る
れ
也
。
基
房
の
哥
也
。
／

703　

一　

夏
引
の
手
引
の
糸
を
く
り
返
し
こ
と
し
け
く
と
も
た
え
ん
と
お
も
ふ
な
／

　
　
　
　
　

�

あ
め
の
御
門
と
言
は
、
天
智
天
皇
御
事
也
。
あ
ふ
み
の
采
女
ニ

た
ふ
哥
也
。
／
采
女
は
、
終
に
御
門
を
恨
て
、
猿
沢
の
池
の
玉

藻
と
よ
め
り
。
／
か
の
池
に
身
を
投
て
死
し
に
（
マ
マ
）は
、
ね
く
た
れ
か
み
玉
藻
と
な
れ
り
／
と
言
。
朱
言
、
梓〈
７
０
２
〉
弓
の
哥
に
こ
と
の
し

け
ゝ
む
と
は
、
諍
論
口
／
舌
を
い
ひ
な
ら
は
し
た
り
。
引
野
の
名
所
つ
ゝ
ら
も
、
さ
て
／
引
野
の
つ
ゝ
ら
と
言
と
也
。
た
か
ま
（
マ
マ
）

の
野
へ
に
は
ふ
く
す
の
／
す
ゑ
終
に
千
世
の
返（
？
）に
わ
す
れ
ん
我
大
君
も　

す
ゑ
終
に
は
、
」（
44
ウ
）
後
つ
ゐ
ニ

也
。
／

706　

一　

お
ほ
ぬ
さ
の
引
手
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
と
言
哥
、
二
条
后
御
哥
也
。
／

　
　
　
　
　

業
平
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
を
恨
み
よ
ま
せ
給
へ
る
也
。
帛
也
。
／

707　

一　

お
ほ
ぬ
さ
と
な
に
こ
そ
た
て
れ
な
か
れ
て
も
つ
ゐ
に
よ
る
せ
は
有
て
ふ
物
を
／

　
　
　
　
　

業
平
御
返
し
を
申
た
り
き
。
／

708　

一　

す
ま
の
あ
ま
の
塩
や
く
煙
風
を
い
た
み
お
も
は
ぬ
か
た
に
棚
引
に
け
り
／
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�

清
和
の
御
む
す
め
に
選
子
内
親
王
と
申
し
人
な
り
。
さ
れ
は
、
清
和
の
／
籠
居
を
訪
奉
る
や
う
に
て
、
申
初
て
、
し
の
ひ
〳
〵

に
か
よ
ひ
／
け
る
か
、
此
人
、
さ
か
の
天
皇
の
御
子
基モ
ト

陰カ
ケ

親
王
つ
れ
て
須
磨
に
／
住
給
ひ
し
に
、
本
よ
り
な
り
ひ
ら
の
許
へ
つ

か
わ
す
哥
也
。
煙
と
は
」（
45
オ
）
恋
を
言
、
風
と
は
夫
を
言
也
。
も
と
か
け
風
を
い
た
み
て
お
も
は
ぬ
／
方
の
す
ま
に
す
み

た
る
事
よ
せ
は
、
か
く
う
つ
ふ
し
な
る
事
か
な
と
読
り
。
／

709　

一　

玉
か
つ
ら
は
ふ
木
あ
ま
た
に
成
ぬ
れ
は
絶
ぬ
心
の
う
れ
し
け
も
な
し
／

　
　
　
　
　

�

一（
？
）か
た
な
ら
ぬ
か
よ
ふ
人
の
あ
れ
は
、
常
に
問
た
（
マ
マ
）こ
と
の
葉
も
嬉
／
し
け
に
な
し
と
よ
め
り
。
此
は
、
伊
勢
ニ

光
孝
親
王
の
行

平
／
等
の
か
よ
ふ
と
き
ゝ
て
、
う
ら
み
て
よ
め
る
也
。
橘
の
長
盛
／
か
哥
也
。
伊
勢
か
物
（
マ
マ
）の
夫
に
て
あ
り
し
か
は
、
か
く
よ
み

／
て
侍
り
け
り
。
／

710　

一　

誰
里
に
よ
か
れ
を
し
て
か
時
鳥
た
ゝ
こ
ゝ
に
し
も
ね
た
る
声
す
る
／

　
　
　
　
　

�

染
殿
の
内
侍
か
重
明
親
王
に
相
て
か
へ
り
、
こ
よ
ひ
は
い
か
な
る
／
人
に
逢
た
り
け
る
そ
と
、
帰
（
マ
マ
）り
て
夫
ニ

言
け
れ
は
、
平
の

定
平
（
マ
マ
）」（
45
ウ
）
か
ね
な
か
ら
に
よ
め
る
哥
也
。
定
文
は
内
侍
か
夫
也
。
／

712　

一　

偽
の
な
き
世
な
り
せ
は
い
か
は
か
り
人
の
こ
と
の
葉
哥
は
、
延
喜
／

　
　
　
　
　

の
御
哥
也
。
／

720　

一　

た
え
す
行
飛
鳥
の
川
の
よ
と
み
な
は
心
あ
り
と
や
人
の
お
も
は
ん
／

　
　
　
　
　

お
ほ
な
か
と
み
の
棟（
マ
マ
）に
人
の
名
の
り
の
哥
也
。
／

721　

一　

淀
川
の
よ
と
む
と
人
は
み
る
ら
め
と
哥
は
、
惟
喬
親
王
御
哥
也
。
／

　
　
　
　
　

は
つ
草
の
女
房
を
恋
て
よ
み
給
ふ
也
。
／

723　

一　

く
れ
な
い
の
は
つ（
マ
マ
）染

の
色
ふ
か
く
思
ひ
し
心
わ
れ
忘
れ
め
や
／
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染
殿
の
后
、
文
徳
天
皇
の〻を

恋
し
く
思
ひ
て
よ
ま
せ
給
ふ
哥
也
。
／

725　

一　

お
も
ふ
よ
り
い
か
に
せ
よ
と
か
秋
風
に
な
ひ
く
浅
茅
の
色
こ
と
に
な
る
」（
46
オ
）

　
　
　
　
　

多（

？

）

出
子
を
な
り
ひ
ら
恋
て
よ
ま
せ
給
ふ
哥
。
／

730　

一　

め
つ
ら
し
き
人
を
み
ん
と
や
し
る
（
マ
マ
）も

せ
ぬ
哥
は
、
業
平
の
哥
。
／

731　

一　

か
け
ろ
ふ
の
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
の
哥
は
、
貞
平
親
王
の
御
哥
也
。
／

732　
（
マ
マ
）

　

ほ
り
江
の
た
な
ゝ
し
小
舟
は
、
行
平
か
む
す
め
の
哥
也
。
／

733　
（
マ
マ
）
　

�

わ
た
つ
み
と
あ
れ
に
し
と
こ
を
い
ま
さ
ら
に
哥
は
、
伊
勢
、
七
条
の
／

　
　
　
　
　

�

中
宮
に
を
く
れ
ま
い
ら
せ
て
、
出
家
し
て
如
法
房
と
／
言
て
桂
の
里
に
す
み
し
時
、
延
喜
の
御
時
題
を
贈
給
ふ
哥
也
。
／
又
、

734
（736）
　
　

�

む
か
し
へ
と
言
事
は
、
む
か
し
に
た
ち
か
へ
る
と
言
心
也
。」（
46
ウ
）
右
の
ま
う
ち
君
と
は
、
大
夫
也
。
近
院
の
右
大
臣
源
の

能
有
の
／
御
事
也
。
内
侍
の
夫
也
。
因ヨ
ル

香カ

也
。
／

739　

一　

ま
て
と
い
は
ゝ
ね
て
も
ゆ
か
な
む
忍
（
マ
マ
）ひ
行
駒
の
あ
し
お
れ
ま
へ
の
た
な
は
し
／

　
　
　
　
　

大
江
の
玉
渕
か
む
す
め
の
よ
め
る
哥
也
。
た
な
橋
は
板
打
渡
す
也
。
／

740　

一　

あ
ふ
坂
の
夕
付
鳥
に
あ
ら
は
こ
そ
君
行
き
を
な
く
〳
〵
も
み
め
／

　
　
　
　
　

の
ほ
る
は
、
と
ほ
る
の
大
臣
の
子
也
。
閑
院
と
言
は
、
か
の
妻
也
。
／
顕
景
の
大
将
の
む
す
め
な
り
。
／

742　

一　

山
賤
の
か
き
ほ
に
は
へ
る
青
つ
ゝ
ら
人
は
く
れ
と
も
こ
と
つ
て
も
な
し
」（
47
オ
）

　
　
　
　
　

か
き
の
お
も
て
な
り
。
寵
は
う
つ
く
し
と
な
ん
よ
む
／
流
も
あ
り
。
当
流
に
は
た
ゝ
ち
よ
う
と
よ
む
へ
き
也
。
／

744　

一　

あ
ふ
ま
て
の
形
見
も
我
は
な
に
せ
ん
と
（
マ
マ
）み
て
も
心
の
な
く
さ
ま
な
く
に
／

　
　
　
　
　

�

お
や
の
ま
も
り
け
る
人
と
は
、
平
の
定
文
か
む
す
め
也
。
／
関
白
貞
信
公
御
子
と
み
の
小
路
右
大
臣
顕
忠
卿
を
／
聟
に
と
ら
ん
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と
て
、
こ
と
振
舞
を
せ
さ
せ
し
と
す
る
を
言
也
。
□
れ
／
と
も
な
り
ひ
ら
か
哥
。
／

745　

一　

あ
ふ
ま
て
の
形
見
と
て
こ
そ
と
ゝ
め
け
め
涙
に
う
か
ふ
も
く
つ
成
け
り
」（
47
ウ
）

　
　
　
　
　

興
風
か
よ
み
て
送
り
け
り
。
返
し
。
／

746　

一　

形
見
こ
そ
い
ま
は
あ
た
な
れ
是
な
く
は
わ
す
る
ゝ
時
も
あ
ら
ま
し
物
を
／

　
　
　
　
　

�

二
条
后
、
な
り
ひ
ら
の
も
と
へ
よ
み
て
つ
か
は
し
給
ふ
也
。
／
さ
れ
は
、
な
か
さ
れ
し
時
、
て
な
れ
た
る
く
ろ
木
の
／
す
ゝ
を

后
へ
奉
り
て
、
我
と（
マ
マ
）も
な
り
な
は
後
世
と
ふ
ら
ひ
て
／
と
言
心
を
お
し
は
か
り
て
、
后
は
あ
け
暮
の
涙
な
り
。」（
48
オ
）

（
本
学
教
授
）

（
本
学
研
修
者
）


